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関
東
大
震
災
は
多
く
の
貴
重
な
文
献

を
灰
燈
に
帰
し
た
。
「
帝
大
図
書
館
の

何
十
万
冊
を
筆
頭
と
し
て
、
神
田
の
古

本
屋
町
の
連
蔓
の
騨
頭
に
積
ま
れ
た
も

の
ま
で
合
算
す
れ
ば
、
罹
災
し
た
書
籍

の
総
数
は
何
百
万
冊
か
何
千
万
冊
に
も

上
る
だ
ら
う
」
。
震
災
後
い
ち
は
や
く

「
典
籍
の
廃
虚
」
を
書
い
て
こ
う
推
定

し
た
内
田
魯
庵
が
痛
惜
し
た
の
は
、
し

か
し
、
彪
大
な
愚
の
文
献
が
失
わ
れ
た

こ
と
で
は
な
く
、
「
巨
億
を
積
ん
で
も

二
度
と
再
び
決
し
て
猿
ら
れ
な
い
も

の
箇
滅
亡
」
、
す
な
わ
ち
、
東
京
帝
大

図
書
館
が
蔵
し
て
い
た
マ
ッ
ク
ス
・
ミ

ュ
ー
ラ
ー
文
庫
や
白
山
黒
水
文
庫
、
さ

ら
に
は
安
田
善
次
郎
宅
に
あ
っ
た
松
廼

屋
文
庫
な
ど
、
洋
の
東
西
の
稀
親
書
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
喪
失
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
「
永
遠
に
償
は
れ
な
い
文
化
的
大

損
失
」
を
嘆
く
一
方
で
あ
え
て
「
亡
失

魯
庵
の
夢は

典
籍
の
運
命
」
で
あ
る
と
平
然
と
い

っ
て
の
け
て
い
た
魯
庵
は
、
こ
れ
か
ら

の
帝
大
図
書
館
の
復
興
に
際
し
て
は
、

「
稀
観
の
記
録
典
籍
の
副
本
」
を
作
る

こ
と
を
そ
の
「
付
帯
事
業
」
と
し
、
館

蔵
の
も
の
を
は
じ
め
「
金
銭
づ
く
で
は

到
底
獲
ら
れ
な
い
図
書
寮
其
他
諸
家
の

秘
本
を
借
写
し
、
或
る
も
の
は
臨
写
し

て
以
て
万
一
に
備
ふ
る
」
よ
う
具
体
的

に
提
案
し
た
（
「
図
書
館
の
復
興
と
文

献
の
保
存
」
）
。
将
来
必
ず
訪
れ
る
同
様

の
災
厄
に
備
え
る
た
め
に
組
織
的
な
複

製
づ
く
り
に
乗
り
出
す
べ
き
だ
と
い
う

の
は
、
稀
書
複
製
会
の
同
人
で
も
あ
っ

た
魯
庵
ら
し
い
提
案
だ
が
、
そ
う
や
っ

て
貴
重
な
文
献
を
保
存
し
て
い
く
た
め

に
帝
大
図
書
館
内
に
「
調
査
課
を
新
設
」

し
て
「
書
史
学
研
究
」
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
つ
け
く
わ
え
る
こ
と
を

か
れ
は
忘
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
と
き
の
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庵
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目
録
さ
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さ
ず
に
亡
ん
で
い
っ
た
幾
多
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
か
れ
が
繰
り
返
し
そ
の
必
要

を
説
い
た
「
書
史
学
」
は
「
ビ
プ
リ
オ

グ
ラ
フ
ヰ
ー
」
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

任
務
は
、
「
書
目
、
及
び
書
目
編
成
法
」

「
著
者
の
異
名
又
は
通
称
」
「
著
述
年
代

及
び
刊
年
」
「
版
式
及
び
装
釘
」
「
重
版
、

覆
刻
、
異
本
等
の
異
同
」
な
ど
に
つ
い

て
研
究
・
考
証
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る

（
「
書
斎
生
活
」
）
。

「
古
文
献
は
国
家
的
に
保
護
し
な
け

れ
ば
な
ら
」
ず
、
で
き
れ
ば
そ
の
た
め

の
「
独
立
し
た
一
機
関
」
を
設
け
る
べ

き
だ
と
も
述
べ
て
い
た
魯
庵
の
提
案
は

聞
き
届
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
震
災
か

ら
六
年
後
の
一
九
二
九
年
に
魯
庵
は
亡

く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
い
ま
、
魯

庵
た
ち
が
生
き
た
時
代
の
文
献
の
調
査

と
保
存
に
着
手
し
な
が
ら
、
震
災
か
ら

半
世
紀
た
っ
て
設
置
さ
れ
た
国
文
学
研

究
資
料
館
を
魯
庵
の
構
想
に
ひ
そ
か
に

な
ぞ
ら
え
て
み
た
り
し
て
い
る
。

（
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も
っ
ぱ
ら
「
普
通
の
新
刊
又
は
近
刊
」

か
ら
な
る
「
通
俗
図
書
館
」
と
「
古
版

や
外
国
書
」
を
扱
う
「
高
等
図
書
館
」

と
を
は
っ
き
り
と
区
別
す
る
魯
庵
は
、

「
帝
大
其
他
二
三
の
文
庫
が
厄
を
免
か

れ
て
大
橋
図
書
館
ぐ
ら
ゐ
を
損
害
の
筆

頭
と
す
る
な
ら
文
献
の
最
大
厄
と
痛
恨

す
る
ほ
ど
の
大
事
で
無
か
っ
た
」
と
ま

で
冷
や
や
か
に
い
い
き
っ
て
い
た
が

（
「
典
籍
の
廃
虚
」
）
、
地
下
の
魯
庵
が
大

橋
図
書
館
の
後
身
で
あ
る
今
日
の
三
康

図
書
館
の
こ
と
を
知
っ
た
と
す
れ
ば
、

帝
大
に
入
っ
た
か
つ
て
の
貸
本
屋
・
大

惣
の
本
の
罹
災
を
惜
し
ん
で
い
た
魯
庵

の
こ
と
、
一
も
二
も
な
く
、
明
治
・
大

正
文
献
の
有
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ

る
と
認
め
る
に
違
い
な
い
。
各
地
の

「
通
俗
図
書
館
」
の
書
架
に
並
ん
で
い

た
「
通
俗
書
」
は
、
震
災
や
そ
の
後
の

戦
災
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
し
だ
い
に
稀
親

書
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
な
る
べ
く
早

く
「
書
史
学
」
の
視
点
か
ら
こ
れ
ら
を

調
査
し
、
目
録
に
記
録
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
出
来
上
が
っ
た
書
目
を
眺
め

集
会
等
予
告
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る
「
興
味
は
実
に
情
人
の
消
息
を
聞
く

に
等
し
」
い
も
の
が
あ
り
、
「
原
版
を

勢
篭
せ
し
む
る
」
精
巧
な
「
フ
ア
ク
シ

ミ
ル
」
が
そ
こ
に
添
え
ら
れ
て
い
れ
ば

な
お
よ
い
だ
ろ
う
（
「
書
斎
生
活
」
）
・

調
査
と
並
行
し
て
、
文
献
の
保
存
に
も

と
り
か
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
つ
て

の
稀
書
複
製
会
の
事
業
が
「
数
年
間
の

苦
心
惨
惜
を
経
て
」
な
ん
と
か
コ
股

の
理
解
と
同
感
」
と
を
得
る
ま
で
に
な

っ
た
よ
う
に
、
国
内
を
カ
バ
ー
す
る
目

録
す
ら
ま
だ
な
い
中
で
こ
れ
か
ら
わ
た

し
た
ち
が
少
し
ず
つ
行
な
っ
て
い
こ
う

と
し
て
い
る
こ
と
は
な
か
な
か
や
つ
か

か

い
な
事
業
と
な
る
だ
ろ
う
。
「
搗
て
、

加
へ
て
複
製
ま
た
は
覆
刻
す
べ
き
原
本

を
捜
尋
し
て
所
蔵
者
の
了
解
を
得
る
の

が
一
と
骨
折
り
で
あ
る
」
（
「
出
版
上
の

道
徳
」
）
。
な
ん
と
か
「
所
蔵
者
の
了
解

を
得
」
た
と
し
て
も
、
魯
庵
た
ち
の
よ

う
な
「
複
製
」
や
「
覆
刻
」
の
作
成
は

と
て
も
で
き
そ
う
に
な
い
の
で
「
副
本
」

を
作
る
こ
と
に
な
る
が
、
マ
イ
ク
ロ
フ

ィ
ル
ム
す
ら
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
魯
庵

が
、
書
目
や
副
本
の
作
成
に
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
を
使
用
し
「
フ
ア
ク
シ
ミ
ル
」

な
ら
ぬ
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
撮
影
す
る
と

い
う
計
画
を
聞
い
た
ら
い
っ
た
い
ど
ん

な
顔
を
す
る
だ
ろ
う
。
「
時
代
の
風
潮

は
如
何
と
も
す
る
事
は
出
来
ぬ
。
習
俗

に
囚
は
れ
て
ゐ
る
人
た
ち
が
ペ
ン
で
書

い
た
の
は
俗
だ
ナ
ゾ
と
云
っ
て
ゐ
る
内

に
何
時
の
間
に
か
蓋
く
ペ
ン
に
な
っ
て

了
ふ
は
、
丁
度
書
籍
が
何
時
と
な
く
壷

く
活
版
の
洋
綴
と
な
っ
て
了
っ
た
と
同

様
で
あ
ら
う
」
と
断
定
す
る
い
さ
ぎ
よ

さ
を
持
ち
あ
わ
せ
（
「
万
年
筆
の
過
去
、

現
在
及
び
未
来
」
）
、
写
真
術
に
つ
い
て

の
詳
し
い
評
論
を
書
い
た
こ
と
も
あ
る

魯
庵
の
こ
と
だ
か
ら
、
案
外
手
放
し
に

賛
成
し
て
く
れ
、
モ
ニ
タ
の
上
の
「
副

本
」
を
な
つ
か
し
く
読
ん
で
く
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
…
…
。

近
代
の
文
献
を
対
象
に
今
年
度
か
ら

第
四
文
献
資
料
室
が
開
始
し
た
、
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
と
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
用

い
て
の
文
献
の
調
査
・
収
集
に
追
わ
れ

つ
つ
、
な
ん
と
も
虫
の
い
い
白
日
夢
に

ふ
け
っ
て
い
た
ら
、
ど
こ
か
ら
か
聞
き

覚
え
の
な
い
意
地
悪
な
つ
ぶ
や
き
が
聞

こ
え
て
き
た
。
「
イ
ッ
の
間
に
か
明
治

の
初
期
の
亡
供
す
る
の
が
当
然
の
運
命

の
愚
書
悪
書
も
珍
本
級
に
昇
格
し
て
ゐ

る
」
ｌ
あ
わ
て
て
反
論
し
よ
う
と
す

る
と
、
低
い
声
は
こ
ん
な
ふ
う
に
続
い

た
。
「
段
々
講
釈
を
聞
い
て
見
る
と
、

生
物
学
者
が
下
等
動
物
を
扱
ふ
や
う
な

態
度
で
見
れ
ば
愚
番
悪
書
も
夫
々
相
当

な
価
値
を
持
っ
て
ゐ
る
」
（
「
古
本
Ｊ
・

Ｏ
・
Ｃ
．
Ｘ
」
）
。
夢
の
後
味
は
そ
ん
な

に
悪
く
な
か
っ
た
。（

文
献
資
料
部
教
授
）

角

二
年
に
調
査
を
開
始
し
た

・
ま
っ
た
く
の
未
整
理
状
態

が
、
図
書
館
の
方
々
の
ご

査
員
諸
氏
の
ご
助
力
を
賜

度
、
無
事
調
査
を
終
了
す

で
き
た
。
な
お
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

に
よ
る
撮
影
は
、
現
在
も
継
続
中
で

あ
る
。総

数
七
○
○
点
以
上
。
そ
の
中
に

は
兵
法
書
や
作
法
書
の
類
が
多
く
見

ら
れ
、
旧
蔵
者
が
藩
士
で
あ
っ
た
こ

と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
漢
籍
類
も
少

な
く
な
い
。
総
じ
て
江
戸
中
期
以
降

の
版
本
が
大
半
を
占
め
て
い
る
が
、

時
に
興
味
深
い
資
料
が
見
出
せ
た
り

す
る
。
昨
年
度
の
調
査
で
は
、
慶
長

四
年
（
一
五
九
九
）
の
い
わ
ゆ
る
伏

見
版
「
孔
子
家
語
」
が
確
認
さ
れ
た
。

国
文
学
関
係
で
特
筆
す
べ
き
は
、

旧
藩
主
の
諏
訪
氏
が
市
に
寄
賭
さ
れ

た
『
源
氏
物
語
」
と
「
平
家
物
語
」

の
写
本
で
あ
る
。
う
ち
「
源
氏
物
語
」

は
五
四
冊
揃
、
箱
書
の
「
北
小
路
俊

孝
筆
」
が
事
実
な
ら
ば
室
町
末
期
の

蔵
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

係
者
を
中
心
と
す
る
地
元
諸
氏
の
旧

諏
訪
市
図
書
館
に
は
、

ｌ
文
庫
紹
介
⑳

諏
訪
市
図
書
館

。
昭
和
六

段
階
で
は

で
あ
っ
た

理
解
と
調

り
、
昨
年

る
こ
と
が

高
島
藩
関

へ

写
。
連
歌
師
兼
如
（
号
是
斎
）
の
添

書
も
あ
る
。
ま
た
そ
の
伝
来
に
は
松

平
定
信
が
関
与
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
一
方
の
「
平
家
物
語
」
は
一
二

巻
一
二
冊
、
「
子
時
大
永
二
年
壬
午

林
鍾
吉
日
吉
田
大
夫
律
師
興
秀

（
花
押
）
」
と
い
う
書
写
奥
書
を
持
つ
。

該
書
に
つ
い
て
は
村
上
光
徳
氏

（
『
駒
沢
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
」
二

四
号
・
昭
和
四
一
年
三
月
）
、
及
び

村
上
誌
子
氏
二
信
大
国
語
教
育
」

第
三
号
・
平
成
五
年
九
月
）
に
ご
論

が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
書
写

年
次
が
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
と

判
明
す
る
点
、
ま
た
「
覚
一
本
成
立

以
前
の
様
々
な
諸
本
の
特
徴
を
共
有

す
る
固
有
な
伝
本
」
（
村
上
誌
子
氏
）

と
み
ら
れ
る
点
で
、
注
目
さ
れ
る
本

文
だ
と
い
う
。

諏
訪
市
図
書
館
は
、
Ｊ
Ｒ
中
央
本

線
の
上
諏
訪
駅
か
ら
徒
歩
一
五
分
。

月
曜
休
館
。
問
い
合
わ
せ
は
〒
三
九

二
’
○
○
二
七
長
野
県
諏
訪
市
湖

岸
通
り
五
’
一
二
’
一
八
、
電
話
○

二
六
六
（
五
二
）
○
四
二
九
。

（
文
献
資
料
部
久
保
木
秀
夫
）
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昨
年
の
冬
、
国
文
学
研
究
資
料
館
は

故
・
中
村
真
一
郎
氏
（
大
正
七
年
三
月

五
日
生
、
平
成
九
年
十
二
月
二
十
五
日

没
、
享
年
七
十
九
歳
）
の
蔵
書
の
う
ち
、

氏
が
半
世
紀
近
く
か
け
て
自
ら
集
め
た

和
装
本
八
百
三
十
一
点
（
二
千
百
八
十

一
冊
）
を
購
入
し
た
。
十
数
点
の
漢
籍

を
除
け
ば
、
全
て
は
江
戸
期
か
ら
昭
和

に
か
け
て
日
本
で
印
行
さ
れ
た
漢
詩
文

集
で
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
日
本

人
に
よ
る
著
作
で
あ
り
、
中
に
は
和
刻

本
七
十
点
ほ
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
八

百
数
十
点
と
言
え
ば
、
一
つ
の
文
芸
ジ

ャ
ン
ル
に
集
中
す
る
蔵
書
と
し
て
は
彪

大
な
量
で
あ
り
、
時
代
の
ス
パ
ン
も
、

寛
永
八
年
刊
『
錦
繍
段
』
か
ら
昭
和
二

十
八
年
刊
「
風
外
詠
史
百
絶
」
と
い
う

ふ
う
に
、
悠
遠
な
も
の
で
あ
る
。
出
版

形
態
か
ら
み
る
と
、
整
版
か
ら
木
活
字

版
（
弘
化
四
年
賊
『
行
雲
楼
遺
稿
」
三

冊
、
同
五
年
序
「
寸
碧
楼
詩
稿
」
二
冊
、

嘉
永
四
年
刊
「
素
堂
遺
稿
』
一
冊
（
森

田
素
堂
著
、
「
国
書
総
目
録
」
未
載
）
、

文
久
三
年
賊
『
閑
雲
遺
稿
」
一
冊
、
刊

年
未
詳
「
愛
日
楼
欄
外
書
」
一
冊
、
同

中
村
真
一
郎
氏
旧
蔵

・
日
本
漢
詩
文
集
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル

『
得
泰
舩
筆
語
』
二
冊
、
明
治
八
年
刊

「
賛
山
文
紗
」
一
冊
）
、
さ
ら
に
銅
版

（
明
治
十
五
年
刊
「
鴻
斎
文
紗
」
）
、
金

属
活
字
（
明
治
七
年
刊
『
愛
古
堂
漫
稿
」

に
始
ま
っ
て
百
余
点
）
へ
と
、
印
刷
史

の
変
遷
を
自
ず
と
描
き
切
る
ほ
ど
の
多

様
さ
を
ほ
こ
る
。
当
館
で
は
戦
後
の
文

学
史
を
反
映
し
て
、
日
本
漢
詩
文
を
必

ず
し
も
重
視
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
こ

こ
数
年
、
杉
浦
梅
揮
文
庫
に
、
広
瀬
青

邨
文
庫
、
豊
後
臼
杵
藩
儒
吉
田
家
代
々

の
詩
文
稿
、
明
治
期
原
本
な
ど
、
い
く

つ
も
の
良
質
の
資
料
群
を
収
蔵
す
る
好

機
会
に
恵
ま
れ
て
き
た
。
中
村
真
一
郎

氏
の
蔵
瞥
は
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
超
弩

級
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
近
世
以

降
の
日
本
漢
文
学
を
調
査
研
究
す
る
基

礎
が
、
い
よ
い
よ
固
ま
っ
て
き
た
と
言

っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

中
村
真
一
郎
氏
が
、
戦
中
か
ら
戦
後
、

日
本
の
小
説
・
批
評
界
を
代
表
す
る
作

家
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。

後
半
生
に
お
い
て
、
「
頼
山
陽
と
そ
の

時
代
』
（
昭
和
四
十
六
年
刊
、
芸
術
選

奨
受
賞
）
か
ら
「
蛎
崎
波
響
の
生
涯
」

/へ

（
平
成
元
年
刊
）
、
執
筆
中
に
急
逝
さ
れ

た
「
木
村
燕
葭
堂
の
サ
ロ
ン
」
（
「
新
潮
』

一
九
九
五
年
一
月
～
一
九
九
八
年
三

月
）
に
い
た
る
ま
で
、
詩
文
家
の
群
像

を
介
し
て
、
日
本
人
の
精
神
内
部
を
副

挟
し
よ
う
と
努
力
し
て
や
ま
な
か
っ
た
。

詩
文
集
と
の
出
会
い
が
、
精
神
病
治
療

の
さ
な
か
に
起
こ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
頃
の
こ
と
を
、

本
人
は
晩
年
に
次
の
よ
う
に
回
顧
し
た
。

「
そ
れ
ま
で
私
に
と
っ
て
日
本
の
伝

統
は
、
平
安
朝
の
女
流
作
家
の
一
群

で
あ
っ
た
が
、
江
戸
の
漢
詩
文
書
の

木
版
本
の
数
千
巻
が
、
東
京
、
京
都
、

名
古
屋
を
は
じ
め
と
し
て
、
昔
の
藤

堂
藩
の
学
校
の
あ
っ
た
伊
賀
上
野
な

ど
の
古
書
津
か
ら
、
次
つ
ぎ
と
集
ま

っ
て
く
る
に
及
ん
で
、
私
の
な
か
に
、

江
戸
時
代
の
特
に
出
版
の
盛
ん
に
な

っ
た
中
期
以
後
、
ほ
ぼ
寛
政
以
後
く

ら
い
の
、
知
識
人
た
ち
の
群
像
が
、

徐
々
に
姿
を
現
わ
し
て
行
っ
た
。
」

（
「
木
村
燕
葭
堂
の
サ
ロ
ン
」
第
一
回
）

詩
文
と
の
接
近
は
、
書
き
入
れ
か
ら

す
る
と
す
で
に
戦
前
、
東
京
帝
大
仏
文

学
科
に
在
籍
中
の
一
九
三
九
年
に
遡
る

よ
う
だ
が
（
民
国
版
「
古
詩
源
」
）
、
大

半
は
、
昭
和
三
十
年
代
以
降
の
時
期
に

か
か
る
ら
し
い
。
中
村
氏
は
、
散
逸
の

こ
と
を
案
じ
て
お
ら
れ
た
ら
し
く
、
晩

（
隻
一

年
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
で
は
、
度
々

蔵
書
の
こ
と
に
触
れ
て
い
た
。

「
主
と
し
て
江
戸
後
期
の
漢
詩
文
が

数
千
冊
、
写
本
で
は
な
く
木
版
本
の

も
の
で
す
が
、
わ
り
あ
い
と
揃
っ
て

い
る
ん
で
す
。
（
中
略
）
せ
っ
か
く

収
集
し
た
も
の
が
散
逸
す
る
の
も
も

っ
た
い
な
い
し
、
か
と
い
っ
て
無
償

で
提
供
で
き
る
ほ
ど
財
が
あ
る
わ
け

じ
ゃ
な
い
。
遺
族
に
な
に
が
し
か
の

も
の
を
残
せ
た
ら
と
い
う
思
い
も
あ

る
し
、
ど
こ
か
公
的
機
関
で
引
き
取

っ
て
く
れ
な
い
か
と
思
い
ま
し
て
…

…
」
（
「
週
刊
文
春
」
「
ぴ
－
ぷ
る
」

欄
、
九
三
年
一
月
二
十
一
日
）

見
渡
し
て
す
ぐ
分
か
る
こ
と
は
、
中

村
氏
が
と
く
に
個
人
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

（
別
集
）
に
主
眼
を
置
き
、
化
政
期
以

降
、
明
治
前
半
に
か
け
て
の
本
を
重
複

を
避
け
、
端
本
を
採
ら
ず
、
非
常
に
丁

寧
に
収
集
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
「
頼
山
陽
」
な
ど
の
評
伝
を
構
築

す
る
た
め
の
材
料
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

も
当
然
で
あ
る
が
、
本
人
は
同
時
に
、

目
前
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
離
れ
、
文

学
史
全
体
の
見
通
し
を
立
て
る
た
め
の

海
図
を
蔵
書
に
見
出
そ
う
と
し
て
お
ら

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
５
頁
下
段
へ
続

く
）
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岩
波
書
店
が
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
で
〃
国

文
学
研
究
資
料
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ー
古

典
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー
“
を
刊
行
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
室
が
平
成
８
年
度
に
事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
完
成
版
を
次
々
に
世
の
中
に
送
り

出
す
も
の
で
あ
る
。

事
業
は
二
つ
の
委
員
会
に
よ
っ
て
内

容
が
決
め
ら
れ
る
。
一
つ
は
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
候
補
原
本
の
決
定
と
仕
様
そ
の

他
を
決
め
る
原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
委
員
会
で
あ
り
、
今
ひ
と
つ
は
、

実
際
に
デ
ー
タ
形
成
の
作
業
を
し
て
、

作
品
ご
と
に
デ
ー
タ
を
磨
き
上
げ
、
専

門
的
な
こ
だ
わ
り
を
盛
り
込
む
監
修
員

会
議
で
あ
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
が

短
期
に
良
質
の
デ
ー
タ
を
形
成
し
て
公

開
で
き
る
秘
訣
は
こ
こ
に
あ
る
。

そ
の
事
業
が
、
昨
年
度
に
二
十
一
代

集
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
完
成
し
、
今
年
度

に
絵
入
源
氏
物
語
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
完

成
し
て
、
２
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
同

時
に
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
底
本
は
い
ず
れ
も
近
世
の
版
本

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
出
版
に
つ
い
て

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
長

で
あ
る
が
、
校
異
を
掲
げ
、
異
文
も
検

索
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

新
編
国
歌
大
観
や
、
源
氏
物
語
大
成
と

の
リ
ン
ク
情
報
も
盛
り
込
ん
で
あ
る
の

で
、
孤
立
し
な
い
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
実

現
し
て
い
る
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
い
え
ば
、
ブ
ラ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
大
量
の
デ
ー
タ
が

格
納
さ
れ
て
お
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

性
能
を
誇
示
す
る
か
の
ど
と
く
瞬
時
に

探
し
た
い
情
報
を
探
し
て
く
る
と
い
う

も
の
が
よ
く
あ
る
も
の
で
あ
る
。
少
な

く
と
も
、
そ
れ
以
上
の
も
の
は
あ
っ
て

も
使
い
こ
な
せ
な
い
と
い
う
人
も
多
い
。

し
か
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
構
造
体

で
あ
り
、
構
造
を
持
つ
以
上
は
、
そ
の

構
造
を
基
本
に
し
た
情
報
処
理
を
し
て

や
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
絵
入
源
氏
物
語
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
例
に
と
る
と
、
本
文
に
不
満
の

人
は
、
校
異
が
付
加
で
き
た
り
、
そ
の

校
異
も
本
文
と
し
て
検
索
で
き
な
い
か

と
考
え
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
諸
本

対
校
の
形
に
転
用
で
き
な
い
か
と
考
え

へ

中

村
康
夫

る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
古
注

釈
を
全
部
入
力
し
、
本
文
と
同
じ
シ
ス

テ
ム
に
入
れ
て
、
本
文
の
周
り
に
注
釈

を
配
し
、
機
能
的
な
検
索
が
で
き
な
い

か
と
考
え
る
人
も
多
い
に
違
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
実
現
す
る
た
め
に
は
、

少
な
く
と
も
、
デ
ー
タ
と
そ
の
仕
様
が

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
入
っ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
開
放
さ
れ
て
い
る
必
要
が

あ
る
。

ま
た
、
そ
れ
が
開
放
さ
れ
て
い
て
も
、

国
文
学
者
の
大
半
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
書

け
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
比
較

的
楽
に
使
え
る
検
索
シ
ス
テ
ム
が
付
属

し
て
い
な
け
れ
ば
、
絵
に
描
い
た
餅
と

＝一一雫

へ

い
う
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
。
そ
の
シ

ス
テ
ム
は
、
検
索
が
で
き
、
検
索
結
果

が
転
用
で
き
、
デ
ー
タ
加
工
・
編
集
の

機
能
が
あ
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
育
て

る
た
め
の
書
き
込
み
や
、
情
報
の
付
加

を
組
織
的
に
助
け
る
機
能
が
欲
し
い
も

の
で
あ
る
。
今
回
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

刊
行
は
、
そ
の
全
て
を
一
通
り
実
現
し

た
。

公
開
さ
れ
る
と
、
開
発
し
た
シ
ス
テ

ム
に
バ
グ
が
見
つ
か
っ
た
り
、
デ
ー
タ

の
傷
が
見
つ
か
っ
た
り
す
る
の
が
常
で

あ
る
。
シ
ス
テ
ム
の
バ
グ
は
時
間
と
予

算
を
か
け
て
直
し
て
い
く
し
か
な
い
が
、

デ
ー
タ
は
こ
ろ
こ
ろ
と
変
わ
る
よ
う
で絵入源氏物語より（桐壷巻）
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は
使
い
よ
う
が
な
く
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
管

理
の
考
え
方
が
重
要
な
の
で
、
提
供
し

た
デ
ー
タ
を
修
正
し
て
い
く
こ
と
は
、

ユ
ー
ザ
の
感
じ
る
必
要
性
に
委
ね
る
こ

と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
質
問

と
回
答
の
窓
口
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
に

設
定
し
て
、
対
応
し
て
い
く
。

研
究
は
個
別
で
あ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
利
用
し
た
個
別
の
研
究
は
個
別
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
依
っ
て
し
か
実
現
し
な

い
。
個
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
自
分
で

書
け
な
い
人
は
情
報
工
学
系
の
専
門
家

に
依
頼
す
る
し
か
な
い
。
予
算
を
用
意

し
て
企
業
に
依
頼
す
る
と
な
る
と
、
か

な
り
の
金
額
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
国
文
学
者
の
日
常
性
を

大
き
く
越
え
て
い
る
。
だ
か
ら
、
検
索

シ
ス
テ
ム
が
面
倒
を
見
る
よ
り
先
の
こ

と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
国
文
学
者
は
身
近

に
い
る
情
報
工
学
を
専
門
と
す
る
人
に

頼
む
し
か
な
い
が
、
そ
れ
を
面
倒
だ
と

思
う
人
は
、
結
局
、
研
究
の
広
が
り
は

そ
の
シ
ス
テ
ム
の
機
能
次
第
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

構
造
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ル
ー

ル
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ル
ー

ル
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
勢
で
進

め
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
本
質
的
に
一
人
で
こ
つ
こ
つ

進
め
る
し
か
な
い
と
感
じ
て
お
ら
れ
た

方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
研
究
の
様

式
が
様
変
わ
り
す
る
可
能
性
が
芽
生
え
、

そ
こ
か
ら
学
問
と
し
て
の
作
り
に
明
る

い
変
革
の
兆
し
が
期
待
で
き
る
だ
け
で

も
大
き
な
変
化
で
あ
ろ
う
。

毎
年
刊
行
さ
れ
る
研
究
誌
の
中
に
、

本
文
の
翻
刻
と
資
料
紹
介
が
ど
れ
だ
け

あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
す
べ
て
が
、
こ
の

検
索
シ
ス
テ
ム
の
登
場
に
よ
り
、
仕
様

に
あ
っ
た
タ
グ
付
け
さ
え
す
れ
ば
、
直

ち
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
組
み
込
む

こ
と
が
可
能
に
な
り
、
統
合
的
な
検
索

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

原
本
の
所
蔵
者
の
理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
、

是
非
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
出
版
へ
と
進
ん

で
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

手
近
に
あ
る
エ
デ
ィ
タ
や
ワ
ー
プ
ロ

ソ
フ
ト
で
、
自
分
に
必
要
な
作
品
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
が
簡
単
に
作
っ
て
い
け
る
。

例
え
ば
、
伊
勢
物
語
の
本
文
の
周
り
に

伊
勢
物
語
の
古
注
が
全
部
寄
る
。
か
つ

て
は
夢
の
よ
う
な
話
に
思
え
た
こ
と
が
、

今
、
人
が
揃
い
さ
え
す
れ
ば
容
易
な
こ

と
と
し
て
進
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

資
料
館
か
ら
提
供
さ
れ
る
メ
ニ
ュ
ー

は
、
今
後
、
吾
妻
鏡
・
歴
史
物
語
（
栄

花
物
語
・
大
鏡
・
水
鏡
・
今
鏡
・
増

鏡
）
・
鈴
鹿
本
古
事
記
・
島
根
大
学
本

出
雲
風
土
記
抄
と
続
く
の
で
ご
期
待
い

た
だ
き
た
い
。

/垂、

（
３
頁
か
ら
）

「
江
戸
後
期
に
燗
熟
期
を
迎
え
た
日

本
文
化
は
、
明
治
に
な
る
と
逆
に
退

行
し
て
い
ま
す
。
文
学
史
に
は
日
本

の
漢
詩
は
非
常
に
小
さ
く
し
か
扱
わ

れ
て
い
な
い
け
ど
、
明
治
に
入
っ
て

も
引
き
続
き
、
漢
詩
は
教
養
人
の
た

し
な
み
。
漱
石
も
鴎
外
も
漢
詩
を
う

た
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
期
に
盛
ん
だ

っ
た
俳
句
、
和
歌
以
上
に
漢
詩
は
表

現
が
豊
か
だ
し
、
当
時
の
文
化
人
た

ち
の
考
え
や
教
養
程
度
を
推
し
量
る

第5回シンポジウムコンピュータ国文学

日時・平成11年12月3日（金)10:00～17:00

参加自由・無料

午前の部10:00～11:40

<講演〉

河添房江（東京学芸大学）「データベース源氏物語に期待するもの」

室伏信助（東京女子大学）「源氏物語の本文研究一現状と課題一」

（※昼休憩・会場外で関連サイトおよびCD-ROMのデモ）

午後の部13:㈹～14:40

<講演〉「ニューメディア・データベース」

伊井春樹（大阪大学）………………………角川書店版

今西裕一郎（九州大学）……九州大学版十勉誠出版版

中村康夫（国文学研究資料館）……………岩波書店版

15:㈹～17:00

<討論〉パネル・ディスカッション｢源氏物語研究とデータベース活用」

伊井春樹（大阪大学）

今西裕一郎（九州大学）

河添房江（東京学芸大学）

中村康夫（国文学研究資料館）

室伏信助（東京女子大学）

司会・伊藤鉄也（国文学研究資料館）

/へ

上
で
実
に
貴
重
な
資
料
で
す
。
」
（
「
週

刊
文
春
」
、
前
出
）

文
人
た
ち
の
教
養
程
度
を
通
時
的
に

考
え
る
と
、
た
と
え
ば
文
政
十
二
年
間

に
五
十
八
点
、
天
保
十
四
年
間
に
七
十

三
点
、
嘉
永
六
年
間
に
七
十
五
点
、
と

い
う
風
に
、
幕
末
に
下
る
ほ
ど
網
の
目

を
細
か
く
し
て
い
か
れ
た
こ
と
も
間
違

い
な
く
、
そ
こ
に
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て

の
意
識
が
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
文
献
資
料
部
助
教
授
）

－5－
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平
成
十
一
年
度
の
調
査
収
集
事
業
は
、

五
月
二
十
日
の
収
集
計
画
委
員
会
の
議

を
経
て
、
五
月
二
十
七
日
の
国
文
学
文

献
資
料
調
査
員
会
議
（
総
会
）
で
具
体

的
打
合
せ
を
行
な
い
、
順
調
に
進
ん
で

い
る
。

今
年
度
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
明
治

期
資
料
の
調
査
と
収
集
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
用
し
て
行
な

う
た
め
、
明
治
期
資
料
の
調
査
に
携
わ

る
調
査
員
の
み
午
前
中
か
ら
出
席
し
、

具
体
的
な
説
明
や
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。

古
典
分
野
の
調
査
に
携
わ
る
調
査
員
は

昨
年
と
同
様
に
午
後
か
ら
参
会
し
た
が
、

休
憩
を
挟
ん
で
後
半
か
ら
は
、
全
員
が

一
堂
に
会
し
た
。
明
治
期
資
料
の
調

査
・
収
集
に
関
し
て
は
、
調
査
カ
ー
ド

の
書
式
も
収
集
の
メ
デ
ィ
ア
も
異
な
る

た
め
、
今
後
当
分
の
間
は
、
従
来
の
方

式
と
新
方
式
と
が
並
行
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
両
者
を
い
か
に
調
整
し
て
ゆ
く

か
と
い
う
問
題
が
新
た
な
課
題
と
し
て

課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
館
の
調
査
収
集
業
務
は
調
査
員
の

方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、
年
間
目
標
を

文
献
資
料
部
事
業
報
告

調
査
七
千
点
以
上
、
収
集
五
千
点
以
上

を
目
指
し
て
行
な
わ
れ
る
が
、
現
在
ま

で
調
査
点
数
二
十
五
万
三
千
八
百
点
余
、

収
集
点
数
十
四
万
九
千
六
百
点
余
に
及

ん
で
い
る
。

＊
平
成
十
年
度
国
文
学
文
献
資
料
調

査
・
収
集
の
概
況

一
、
調
査

平
成
十
年
度
は
、
本
年
三
月
末
ま
で

に
一
三
七
箇
所
の
所
蔵
資
料
九
二
九
四

点
を
調
査
し
た
。

北
海
道
・
東
北
地
区
（
順
不
同
・
敬
称

略
、
一
部
省
略
。
以
下
同
じ
）

北
海
道
教
育
大
学
附
属
図
書
館
（
札
幌

校
）
・
伊
達
市
開
拓
記
念
館
・
八
戸
市
立

図
書
館
・
弘
前
市
立
図
書
館
・
東
北
大

学
附
属
図
書
館
（
狩
野
文
庫
）
・
仙
台
市

民
図
書
館
・
仙
台
市
博
物
館
・
山
寺
芭

蕉
記
念
館
・
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
・
金

峯
神
社
・
米
沢
市
立
米
沢
図
書
館

関
東
地
区

茨
城
大
学
附
属
図
書
館
・
筑
波
大
学
附

属
図
書
館
・
足
利
学
校
遺
蹟
図
瞥
館
・

観
世
文
庫
・
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書

館
（
脇
本
文
庫
）
・
宮
内
庁
書
陵
部
．

角

新
藤
協
三

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
・
明
治
大
学
附

属
図
瞥
館
（
毛
利
文
庫
黒
川
本
）
・
三

井
文
庫
・
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研

究
室
・
東
洋
文
庫
・
東
京
都
立
中
央
図

書
館
（
東
京
誌
料
）
・
東
京
都
立
中
央

図
書
館
（
特
別
買
上
文
庫
）
・
尊
経
閣

文
庫
・
横
浜
開
港
資
料
館

中
部
地
区

新
潟
大
学
附
属
図
書
館
（
佐
野
文

庫
）
・
新
潟
県
立
新
潟
図
書
館
・
新
潟

県
立
文
書
館
・
柏
崎
市
立
図
書
館
・
黒

川
村
立
公
民
館
・
鵜
飼
文
庫
・
石
川
県

立
図
普
館
（
川
口
文
庫
）
・
金
沢
大
学

附
属
図
書
館
・
小
浜
市
立
図
書
館
・
山

梨
県
立
図
書
館
・
上
田
市
立
図
書
館

（
山
崎
文
庫
）
・
上
田
市
立
図
書
館
（
花

月
文
庫
）
・
市
立
小
諸
図
書
館
・
諏
訪

市
図
書
館
・
磐
田
市
教
育
委
員
会
・
浜

松
市
立
賀
茂
真
淵
記
念
館
・
三
島
市
郷

土
館
（
勝
俣
文
庫
）
・
名
古
屋
大
学
附

属
図
書
館
（
岡
谷
文
庫
）
・
名
古
屋
市

蓬
左
文
庫
・
愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書

館
・
大
須
文
庫
・
名
古
屋
市
博
物
館
・

西
尾
市
教
育
委
員
会
（
西
尾
市
岩
瀬
文

庫
）
・
尾
鷲
市
立
中
央
公
民
館
郷
土
室

近
畿
地
区

布
施
美
術
館
・
夢
望
庵
文
庫
・
京
都
府

立
総
合
資
料
館
・
京
都
大
学
文
学
部

（
頴
原
文
庫
）
・
陽
明
文
庫
・
蘆
庵
文

庫
・
瑞
光
寺
・
京
都
市
某
家
・
京
都
国

徳､

立
博
物
館
・
奈
良
女
子
大
学
附
属
図
書

館
・
郡
山
城
史
跡
柳
沢
文
庫
保
存
会
・

宝
山
寺
・
大
阪
天
満
宮
御
文
庫
・
大
阪

女
子
大
学
附
属
図
書
館
・
田
辺
市
立
図

書
館
・
青
山
歴
史
村

中
国
・
四
国
地
区

鳥
取
県
立
図
書
館
・
太
鼓
谷
稲
成
神

社
・
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
（
池
田
文

庫
）
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

附
属
図
書
館
・
津
山
郷
土
博
物
館
・
広

島
大
学
附
属
図
書
館
・
三
原
市
立
図
書

館
・
専
徳
寺
・
山
口
大
学
附
属
図
書
館

（
棲
息
堂
文
庫
）
・
萩
市
立
図
書
館
・

香
川
大
学
附
属
図
書
館
（
神
原
文

庫
）
・
鎌
田
共
済
会
図
書
館
・
総
本
山

善
通
寺
・
愛
媛
県
立
図
書
館
・
大
洲
市

立
図
書
館
・
徳
島
県
立
図
書
館
（
森
文

庫
）
・
丈
六
寺
・
高
知
県
立
図
書
館

（
山
内
文
庫
）

九
州
地
区

柳
川
古
文
書
館
・
佐
賀
大
学
附
属
図
書

館
・
祐
徳
稲
荷
神
社
（
中
川
文
庫
）
・

長
崎
大
学
附
属
図
書
館
・
長
崎
県
立
長

崎
図
書
館
・
肥
前
松
平
文
庫
・
松
浦
史

料
博
物
館
・
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗

資
料
館
・
熊
本
市
立
図
書
館
・
臼
杵
市

立
臼
杵
図
書
館
・
杵
築
市
立
図
書
館
・

佐
伯
市
教
育
委
員
会
・
竹
田
市
立
図
書

館
・
日
田
市
立
淡
窓
図
書
館
・
都
城
市

立
図
番
館
・
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
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近
代
は
昨
年
度
新
規
に
開
始
し
た
調

査
、
海
外
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助

金
に
よ
る
調
査
で
あ
る
。

二
、
収
集

本
年
三
月
末
ま
で
に
左
記
の
六
二
箇

所
の
所
蔵
資
料
三
九
八
七
点
を
収
集
し

た
。

北
海
道
・
東
北
地
区

八
戸
市
立
図
書
館
・
弘
前
市
立
図
書

館
・
盛
岡
市
中
央
公
民
館
・
仙
台
市
民

図
瞥
館
・
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
・
初
瀬

川
文
庫

関
東
地
区

茨
城
県
立
歴
史
館
・
筑
波
大
学
附
属
図

書
館
・
宮
内
庁
書
陵
部
・
法
政
大
学
能

楽
研
究
所
（
鴻
山
文
庫
）
・
東
洋
文

近
代
（
明
治
期
資
料
）

八
戸
市
立
図
瞥
館
・
弘
前
市
立
図
書

館
・
信
州
大
学
附
属
図
書
館
・
名
古
屋

市
蓬
左
文
庫
・
和
歌
山
大
学
附
属
図
書

館
（
南
文
庫
・
紀
州
藩
文
庫
）
・
南
方

熊
楠
邸
保
存
顕
彰
会
・
高
知
市
民
図
書

館
・
香
川
大
学
附
属
図
書
館
（
神
原
文

庫
）
・
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
・
祐
徳

稲
荷
神
社
（
中
川
文
庫
）
・
熊
本
大
学

附
属
図
瞥
館
（
五
高
旧
蔵
書
）

海
外

キ
オ
ソ
ー
ネ
美
術
館
・
サ
レ
ジ
オ
大
学
・

プ
ル
ベ
ラ
ー
家
・
ポ
ル
ト
ハ
イ
ム
・
シ
ュ

テ
ィ
フ
ィ
ン
ク
犀
罪
味
堂
撒
砺
惣
期

庫
・
尊
経
閣
文
庫
・
東
京
大
学
文
学
部

宗
教
学
研
究
室

中
部
地
区

新
潟
大
学
附
属
図
書
館
（
佐
野
文

庫
）
・
福
井
市
立
図
書
館
（
松
平
文

庫
）
・
長
野
県
短
期
大
学
付
属
図
書

館
・
上
田
市
立
図
書
館
（
花
月
文

庫
）
・
上
田
市
立
図
書
館
（
花
春
文

庫
）
・
諏
訪
市
図
書
館
・
磐
田
市
立
図

書
館
・
浜
松
市
立
賀
茂
真
淵
記
念
館
・

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
・
愛
知
県
立
大
学

附
属
図
書
館
・
大
須
文
庫
・
新
城
ふ
る

さ
と
情
報
館
（
牧
野
文
庫
）
・
西
尾
市

教
育
委
員
会
（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
）

近
畿
地
区

正
教
蔵
文
庫
・
京
都
府
立
総
合
資
料

館
・
蘆
庵
文
庫
・
陽
明
文
庫
・
郡
山
城

史
跡
柳
沢
文
庫
保
存
会
・
南
方
熊
楠
邸

保
存
顕
彰
会
・
青
山
歴
史
村

中
国
・
四
国
地
区

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図

書
館
・
光
藤
益
子
・
三
原
市
立
図
書

館
・
益
田
家
・
鎌
田
共
済
会
図
書
館
・

総
本
山
善
通
寺
・
四
国
大
学
附
属
図
書

館
（
凌
霄
文
庫
）

九
州
地
区

祐
徳
稲
荷
神
社
（
中
川
文
庫
）
・
肥
前

松
平
文
庫
・
臼
杵
市
立
臼
杵
図
書
館
・

杵
築
市
立
図
瞥
館

海
外

/‐､

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校

＊
平
成
二
年
度
調
査
収
集
計
画

本
年
度
は
、
調
査
一
三
八
箇
所
（
近

代
・
海
外
を
含
む
）
八
六
七
○
点
、
収

集
六
五
箇
所
（
同
）
五
二
一
○
点
を
目

標
と
し
て
、
調
査
収
集
業
務
を
開
始
し

た
。
そ
の
内
、
山
形
大
学
附
属
図
書
館

を
始
め
と
す
る
二
○
箇
所
の
新
規
調
査
、

黒
川
村
立
公
民
館
以
下
一
二
箇
所
の
新

規
収
集
が
含
ま
れ
て
い
る
。

＊
海
外
資
料
の
調
査
・
収
集

本
年
度
は
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
東

ア
ジ
ア
美
術
館
・
プ
ル
ベ
ラ
ー
家
（
ケ

ル
ン
）
、
イ
タ
リ
ア
の
キ
オ
ソ
ー
ネ
美

術
館
、
及
び
チ
ェ
コ
の
ナ
ー
プ
ル
ス
テ

ク
博
物
館
等
の
、
海
外
科
研
費
に
よ
る

調
査
が
予
定
さ
れ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
東
ア
ジ
ア
図
書
館

本
の
収
集
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

＊
第
五
文
献
資
料
室

本
年
度
は
客
員
教
授
と
し
て
成
城
大

学
朽
尾
武
教
授
が
着
任
し
た
。
併
任
助

教
授
は
、
前
期
は
広
島
大
学
妹
尾
好
信

助
教
授
、
後
期
は
名
古
屋
大
学
塩
村
耕

助
教
授
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
基

づ
い
て
、
文
献
資
料
部
の
書
誌
学
的
研

究
や
調
査
収
集
業
務
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

＊
国
際
研
究
室

本
年
三
月
ま
で
、
ボ
ン
大
学
ベ
ー
タ

'垂､

－
．
パ
ン
ッ
ァ
ー
教
授
が
平
成
十
年
度

客
員
教
授
と
し
て
着
任
、
本
年
度
は
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ア
ー
バ
イ
ン
校

の
ス
テ
ィ
ー
プ
ン
・
カ
ー
タ
ー
教
授
が

九
月
一
日
～
平
成
十
二
年
三
月
三
十
一

日
の
間
着
任
し
、
「
中
世
に
お
け
る
題

詠
の
研
究
」
の
研
究
テ
ー
マ
の
下
に
研

究
活
動
に
従
事
し
て
い
る
。
こ
の
外
、

科
学
研
究
費
に
よ
る
短
期
招
聰
研
究
者

と
し
て
、
パ
リ
第
六
大
学
の
セ
シ
ル
・

サ
カ
イ
助
教
授
が
三
月
一
日
～
二
十
一

日
の
間
来
館
し
た
。

＊
そ
の
他

調
査
員
地
区
会
議
は
、
北
海
道
・
東

北
地
区
は
十
月
下
旬
に
仙
台
で
、
中

国
・
四
国
地
区
は
十
一
月
初
旬
に
高
松

で
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

本
年
度
は
教
官
ス
タ
ッ
フ
に
異
動
は

な
く
、
昨
年
度
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
研

究
活
動
、
業
務
活
動
に
従
事
し
て
い
る
。

非
常
勤
研
究
員
は
木
戸
雄
一
氏
が
昨
年

度
か
ら
継
続
し
て
採
用
に
な
っ
た
が
、

リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
岡
崎
真

紀
子
氏
（
成
城
大
学
大
学
院
在
籍
）
と
合

瀬
純
華
氏
（
大
妻
女
子
大
学
大
学
院
在

籍
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
新
規
に
採
用
さ
れ
た
。

研
究
支
援
推
進
員
・
事
務
補
佐
員
も
昨

年
度
と
変
わ
り
が
な
い
。
『
調
査
研
究

報
告
」
第
二
十
号
が
六
月
三
十
日
付
で

刊
行
さ
れ
た
。
（
文
献
資
料
部
長
）
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情
報
資
料
室

第
二
十
二
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
を
、
十
一
月
十
九
、
二
十
日
両
日
に

わ
た
っ
て
開
催
し
た
。
参
加
者
は
八
十

五
名
（
う
ち
外
国
人
は
三
十
三
名
）
。

本
年
度
は
特
集
と
し
て
「
境
界
と
日

本
文
学
Ｉ
日
記
・
手
紙
の
視
点
か
ら
」

の
テ
ー
マ
を
設
け
た
。
研
究
発
表
者
九

名
の
う
ち
、
五
名
は
こ
の
テ
ー
マ
に
関

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
招
待
研
究
発
表

者
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク

レ
イ
校
の
ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ
ー
レ
ス
客
員

助
教
授
と
、
木
浦
大
学
校
の
朴
賛
基
助

教
授
、
公
開
講
演
は
「
境
界
と
し
て
の

埋
蕊
ｌ
海
波
・
縄
文
か
ら
万
葉
歌
へ

ｌ
」
の
表
題
で
聖
徳
大
学
の
山
口
博
教

授
、
「
慶
長
遣
欧
使
節
団
と
ア
ズ
テ
ク

人
歴
史
家
の
日
記
に
み
る
そ
の
経
緯
」

の
表
題
で
、
ボ
ン
大
学
の
ペ
ー
タ
ー
・

パ
ン
ッ
ァ
ー
教
授
が
行
っ
た
。

こ
の
集
会
の
記
録
は
、
本
年
十
月
刊

行
の
予
定
で
あ
る
。

こ
の
他
、
新
聞
収
載
の
国
文
学
関
係

記
事
の
収
集
、
年
二
回
（
九
月
・
三
月
）

の
館
報
の
発
行
を
例
年
通
り
行
っ
た
。

研
究
情
報
部
事
業
報
告

情
報
分
析
室

「
国
文
学
年
鑑
」
平
成
九
年
版
の
編

集
を
完
了
し
、
予
定
通
り
平
成
十
一
年

三
月
末
に
刊
行
し
た
。

主
要
項
目
の
収
載
件
数
は
、
ほ
ぼ
次

の
通
り
で
あ
っ
た
。

◇
雑
誌
・
紀
要
・
論
文
集
所
載
論

文
件
数
一
二
、
○
九
八

◇
新
聞
所
載
論
文
件
数
二
○

◇
学
会
一
覧
数
四
一

◇
学
会
研
究
発
表
一
覧
数
四
一
五

◇
新
指
定
文
化
財
数
一
五

◇
平
成
九
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
等

交
付
数
四
八
一

◇
受
賞
一
覧
数
八
九

◇
計
報
四
一

◇
単
行
本
一
覧
数
二
、
三
三
八

◇
収
赦
雑
誌
紀
要
一
覧
数

一
、
一
七
八

◇
翻
刻
複
製
一
覧
数
一
、
○
○
五

◇
執
筆
者
一
覧
数
八
、
四
九
九

頁
数
は
前
年
度
（
平
成
八
年
版
）
よ

り
一
二
頁
減
の
八
四
九
頁
。
販
売
価
格

は
前
年
度
と
同
じ
一
一
、
五
五
○
円
で

あ
る
。角

松

村

雄

一

一

当
館
で
は
平
成
十
二
年
度
中
に
従
来

の
大
型
計
算
機
を
撤
廃
し
、
ダ
ウ
ン
サ

イ
ジ
ン
グ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
応
す
る
た
め
当
室
で
は
、
一
年
間

の
ず
れ
を
と
も
な
っ
て
実
施
さ
れ
て
い

た
「
国
文
学
年
鑑
」
編
集
業
務
と
「
国

文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
作
成

業
務
の
一
本
化
を
計
り
つ
つ
あ
る
。
両

者
の
同
時
作
成
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
室
、
情
報
処
理
室
、
情
報
分
析

室
の
共
同
で
基
本
シ
ス
テ
ム
の
策
定
を

行
い
つ
つ
あ
る
。

な
お
本
年
度
（
平
成
十
一
年
度
）
よ

り
、
従
来
の
手
書
き
原
稿
か
ら
脱
し
、

デ
ー
タ
の
初
期
入
力
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
へ
の
打
ち
込
み
作
業
を
開
始
し
た
。

シ
ス
テ
ム
開
発
と
初
期
入
力
作
業
を

同
時
並
行
し
て
行
っ
て
い
る
た
め
、
作

業
が
錯
綜
・
膨
張
し
て
い
る
。
『
国
文

学
年
鑑
」
（
平
成
十
年
度
）
の
刊
行
は
、

例
年
よ
り
若
干
遅
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

「
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

の
方
は
、
十
二
年
度
に
は
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
試
験
公
開
、
十
三
年
度
に
は
新
シ

ス
テ
ム
を
公
開
す
る
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
る
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
の
事
業
は
、
現
在

魚

次
の
四
本
柱
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
一

つ
は
室
の
創
立
以
来
の
主
事
業
で
あ
る

「
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

の
新
規
一
年
分
及
び
遡
及
分
デ
ー
タ
の

追
加
搭
載
、
一
つ
は
平
成
三
年
度
か
ら

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
栂
築
を
進
め
て
い
る

「
古
典
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
推
進
、

一
つ
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
サ
ー
ビ

ス
を
応
援
す
る
事
業
、
残
る
一
つ
は
、

平
成
八
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
「
原

本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
事
業
で

あ
る
。

国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、

十
年
度
は
新
規
一
年
分
と
し
て
平
成
八

年
の
分
（
レ
コ
ー
ド
件
数
一
二
、
三
七

○
）
、
遡
及
と
し
て
昭
和
十
六
年
か
ら

昭
和
三
十
七
年
分
（
同
三
五
、
五
九
五

件
）
の
計
二
十
二
年
分
を
追
加
搭
載
し
、

そ
の
結
果
、
平
成
十
一
年
四
月
か
ら
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
に
か
か
る
総
件
数

は
約
二
九
七
、
○
○
○
件
と
な
っ
た
。

古
典
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
デ
ー

タ
件
数
が
次
第
に
大
き
く
蓄
穣
さ
れ
て

き
た
こ
と
か
ら
、
公
開
に
向
け
て
の
具

体
的
な
検
討
と
セ
ッ
ト
で
仕
上
げ
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
在
、
詰
め
の

難
し
さ
と
格
闘
し
な
が
ら
、
デ
ー
タ
構

築
を
鋭
意
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

デ
ー
タ
と
し
て
は
、
公
卿
補
任
の
他
に
、

尊
卑
分
脈
等
の
系
図
か
ら
の
デ
ー
タ
抽
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出
を
行
っ
て
い
る
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
サ
ー
ビ
ス
業
務
は
、

利
用
者
総
数
が
次
第
に
増
え
つ
つ
あ
り
、

利
用
者
層
も
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
申
請

に
関
す
る
質
問
も
、
中
学
校
・
高
等
学

校
の
先
生
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
相
当

に
あ
り
、
こ
れ
は
中
．
高
の
教
育
に
パ

ソ
コ
ン
が
浸
透
し
て
き
て
い
る
こ
と
と

並
行
し
た
現
象
と
思
わ
れ
る
。

原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業

は
、
新
し
く
歴
史
物
語
（
栄
花
物
語
と

四
鏡
）
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
委
員
会

に
お
い
て
決
定
し
、
こ
れ
で
十
年
度
は
、

館
内
で
の
最
後
の
総
監
修
の
段
階
に
あ

る
絵
入
源
氏
物
語
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
監

修
員
に
よ
る
監
修
段
階
に
あ
る
吾
妻
鏡
、

初
期
入
力
の
段
階
に
あ
る
歴
史
物
語
と
、

こ
の
三
本
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
並
行
し

て
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
絵
入

源
氏
物
語
の
総
監
修
は
順
調
に
進
ん
で

お
り
、
七
月
以
降
に
二
十
一
代
集
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
と
も
に
公
開
さ
れ
た
。

十
二
月
三
・
四
日
に
「
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
使
っ
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
可

能
性
と
問
題
点
」
と
題
し
て
開
催
し
た

第
四
回
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
国
文
学
」
に

つ
い
て
は
、
前
号
の
館
報
に
記
述
し
た

の
で
改
め
て
繰
り
返
さ
な
い
。

情
報
処
理
室

情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
わ
る
通
常
の
運

用
・
運
転
を
除
く
平
成
十
年
度
の
事
業

を
、
以
下
の
よ
う
に
実
施
し
た
。

（
１
）
館
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備

補
正
予
算
に
よ
り
、
高
速
館
内
Ｌ
Ａ

Ｎ
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
を
整
備
し
た
。

基
幹
通
信
速
度
１
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
を

実
現
し
た
。

（
２
）
Ｚ
３
９
５
０
の
導
入
と
電
子

資
料
館
シ
ス
テ
ム

補
正
予
算
に
よ
り
、
電
子
資
料
館
シ

ス
テ
ム
の
実
験
設
備
を
導
入
し
た
。
Ｚ

３
９
５
０
に
よ
る
国
際
標
準
の
情
報

検
索
シ
ス
テ
ム
の
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
へ
の
適
用
を
は
か
り
成
功
さ
せ
た
。

（
３
）
業
務
シ
ス
テ
ム
の
運
用

マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
、
研
究
論
文
目

録
、
古
典
籍
総
合
目
録
、
本
文
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
な
ど
の
運
用
機
能
拡
充
な
ど
を

行
い
、
平
常
通
り
の
運
転
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
資
料
管
理
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
、
文
字

セ
ッ
ト
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
も
平
常
に

稼
動
し
て
い
る
。

（
４
）
新
規
シ
ス
テ
ム
開
発

本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
Ｓ
Ｇ
Ｍ
Ｌ

（
鯉
ｇ
ｇ
ａ
ｏ
の
胃
国
言
＆
冨
胃
言
ロ

冒
己
瞥
農
①
）
へ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
変

換
な
ど
の
研
究
開
発
を
引
き
続
き
行
い
、

実
験
用
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し
た
。

/‐､

「
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
、
「
和
古
書
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
、

「
国
文
学
研
究
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

を
一
体
化
し
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
、
古
典
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
二
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム

は
実
用
化
の
レ
ベ
ル
に
達
し
た
。

（
５
）
国
際
接
続

前
年
度
に
引
き
続
き
、
英
国
、
米
国
、

イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
か
ら
当
館

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
国
際
接
続
実
験
を

行
っ
た
。
ま
た
、
各
国
に
お
け
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
現
状
調
査
を
行
っ
た
。

カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ

ゴ
校
を
中
心
と
し
た
霞
ｇ
胃
国
冒

貝
四
ｓ
一
匡
耳
画
ご
至
言
。
８
（
Ｐ
Ｒ
Ｄ

Ｌ
Ａ
）
に
参
加
し
、
参
加
各
国
の
大
学

図
書
館
と
の
情
報
交
換
を
開
始
し
た
。

（
６
）
館
外
と
の
協
力

人
文
系
共
同
利
用
機
関
情
報
シ
ス
テ

ム
連
絡
会
に
お
い
て
、
各
機
関
の
情
報

シ
ス
テ
ム
の
現
状
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ
た
。
更

に
、
複
数
機
関
と
の
間
で
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
相
互
検
索
に
つ
い
て
の
具
体
的
な

実
験
を
開
始
し
た
。

研
究
開
発
室

客
員
と
し
て
野
村
精
一
実
践
女
子
大

学
教
授
、
伊
藤
一
男
北
海
道
教
育
大
学

/一､

情
報
メ
デ
ィ
ア
室

室
長
で
あ
る
丸
山
勝
巳
教
授
が
七
月

一
日
を
も
っ
て
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
の

シ
ス
テ
ム
研
究
系
教
授
と
し
て
転
任
し
、

そ
の
後
任
の
補
充
は
十
年
度
一
杯
行
わ

な
か
っ
た
。
転
任
し
た
丸
山
教
授
を
学

情
セ
ン
タ
ー
と
併
任
の
形
で
依
頼
し
、

前
年
度
以
降
か
ら
継
続
の
課
題
で
あ
る

電
子
資
料
館
構
想
の
一
環
と
し
て
「
古

典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
シ
ス

テ
ム
の
設
計
・
開
発
、
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ

ン
グ
移
管
シ
ス
テ
ム
の
構
築
実
験
を
続

行
し
た
。
（
研
究
情
報
部
長
）

助
教
授
を
迎
え
た
。
十
年
度
は
同
一
の

テ
ー
マ
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
中
古

の
物
語
で
あ
る
狭
衣
物
語
の
諸
本
対
校

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
開
発
を
進
め
た
。
具

体
的
に
は
、
本
文
領
域
だ
け
の
諸
本
の

本
文
デ
ー
タ
を
個
別
に
入
力
し
、
並
列

的
に
検
索
し
て
結
果
を
出
力
す
る
方
法

で
実
験
を
試
み
た
。

雛
－9－
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整
理
閲
覧
部
で
は
、
資
料
の
受
入
、

整
理
、
保
存
、
利
用
サ
ー
ビ
ス
及
び
参

考
業
務
、
公
開
講
演
会
の
開
催
、
展
示

等
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
が
、
平
成
十

年
度
の
当
部
の
業
務
は
次
の
と
お
り
で

あ
っ
た
。

情
報
サ
ー
ビ
ス
室

①
資
料
の
受
入

資
料
受
入
数
に
つ
い
て
み
る
と
、
マ

イ
ク
ロ
資
料
は
、
ロ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
一
、

○
一
一
リ
ー
ル
、
紙
焼
写
真
本
一
、
一
○

四
冊
、
図
書
は
、
六
、
六
三
○
冊
、
逐
次

刊
行
物
は
、
三
、
三
二
三
冊
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
十
年
度
末
で
の
全
所

蔵
数
は
、
表
の
と
お
り
と
な
っ
た
。

②
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
整
理

平
成
十
一
年
度
版
目
録
（
一
九
九
九

年
）
に
収
録
予
定
の
三
十
七
文
庫
、
六
、

五
六
九
点
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
た
。

③
図
書
資
料
の
整
理

活
字
本
・
影
印
本
は
、
二
、
四
六
三

冊
、
写
本
・
版
本
は
、
七
七
五
冊
を
整

理
し
た
。

ま
た
、
逐
次
刊
行
物
は
、
一
、
七
三

六
タ
イ
ト
ル
の
受
入
、
整
理
を
行
い
、

整
理
閲
覧
部
事
業
報
告

’

所
蔵
タ
イ
ト
ル
は
、
四
、
二
二
○
誌
と

な
っ
た
。

④
活
字
本
・
影
印
本
と
逐
次
刊
行
物
の

目
録
シ
ス
テ
ム
の
シ
ス
テ
ム
移
行

二
○
○
○
年
問
題
の
解
決
と
公
開
の

促
進
を
図
る
た
め
、
活
字
本
・
影
印
本

の
目
録
シ
ス
テ
ム
と
逐
次
刊
行
物
目
録

シ
ス
テ
ム
を
新
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し
、

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
統
合
す
る
計
画
を
進
め
て

い
る
。平

成
十
年
度
は
、
シ
ス
テ
ム
の
移
行

の
計
画
・
準
備
を
行
い
、
両
シ
ス
テ
ム

を
統
合
し
た
新
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し
た
。

⑤
古
典
籍
総
合
目
録
作
成
事
業

「
統
合
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス

テ
ム
」
と
し
て
、
古
典
籍
の
総
合
所
在

目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
公
開
す

る
こ
と
を
め
ざ
し
作
業
を
継
続
し
て
い

う
（
》
◎

平
成
十
年
度
は
、
前
年
度
に
引
き
続

き
、
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
一
環
と
し
て
蓄
積
し
て
き
た
古
典
作

品
典
拠
フ
ァ
イ
ル
の
総
点
検
を
中
心
に

作
業
を
進
め
た
。

ま
た
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
の
五
、
○

円

整
理
閲
覧
部

○
○
件
の
書
誌
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
著

作
及
び
著
者
を
決
定
し
、
典
拠
フ
ァ
イ

ル
と
の
関
連
付
け
を
行
う
と
と
も
に
、

著
作
デ
ー
タ
ー
、
五
○
○
件
の
登
録
を

行
っ
た
。

シ
ス
テ
ム
面
で
は
、
研
究
情
報
部
の

協
力
に
よ
る
新
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
継

続
し
て
行
っ
た
。

⑥
閲
覧
業
務

年
間
開
室
日
数
は
、
二
二
六
日
、
来

館
利
用
者
数
は
、
八
、
七
二
四
人
（
一

日
当
た
り
三
八
・
六
人
）
、
登
録
者
数

は
一
て
二
○
一
人
（
一
日
当
た
り

九
・
七
人
）
で
あ
っ
た
。
閉
架
資
料
の

閲
覧
点
数
は
、
二
五
、
七
○
三
点
（
一

日
当
た
り
二
三
・
七
点
）
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
文
献
複
写
は
、
三
一
、
八
四

八
件
（
一
日
当
た
り
一
四
○
・
九
件
）
で
、

そ
の
内
訳
は
、
電
子
複
写
（
リ
ー
ダ
プ
リ

ン
タ
ー
を
含
む
）
二
七
二
、
九
一
六
枚
、

紙
焼
写
真
二
三
、
八
三
九
枚
、
ポ
ジ
フ

ィ
ル
ム
ニ
、
○
九
五
コ
マ
で
あ
っ
た
。

⑦
相
互
利
用

郵
送
に
よ
る
文
献
複
写
・
相
互
貸
借

の
受
付
は
、
複
写
二
、
四
○
二
件
、
貸

借
三
二
件
九
三
冊
で
あ
っ
た
。
他
機
関

へ
の
依
頼
は
、
複
写
一
四
八
件
、
貸
借

一
件
で
あ
っ
た
。

③
資
料
の
保
存

当
館
所
蔵
原
本
（
写
本
・
版
本
）
の

lR

マ
イ
ク
ロ
化
事
業
は
一
八
五
点
、
約
二

七
、
五
○
○
コ
マ
の
撮
影
を
実
施
し
た
。

保
存
用
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
外
部
保
管
委

託
は
、
平
成
八
年
度
収
集
分
一
、
○
五

九
リ
ー
ル
を
追
加
委
託
し
、
総
計
二
七
、

八
三
八
リ
ー
ル
と
な
っ
た
。
ま
た
、
和

古
書
の
峡
を
八
○
個
作
成
し
た
。

な
お
、
例
年
ど
お
り
、
四
月
末
か
ら

五
月
初
め
に
か
け
て
資
料
の
く
ん
蒸
、

年
度
末
に
は
蔵
書
点
検
を
実
施
し
た
。

参
考
室

①
参
考
業
務

国
文
学
に
関
す
る
参
考
質
問
の
受

付
・
回
答
は
四
三
二
件
で
あ
っ
た
。

②
公
開
講
演
会

国
文
学
の
普
及
業
務
と
し
て
、
次
の

と
お
り
公
開
講
演
会
を
開
催
し
た
。

・
第
五
十
回
「
伊
勢
物
語
の
絵
と
こ
と

ば
」
（
五
月
二
十
九
日
寸
当
館
）

「
鉄
心
斎
文
庫
の
伊
勢
物
語
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
山
本
登
朗
氏
（
光
華
女
子

大
学
教
授
）

「
伊
勢
物
語
絵
の
世
界
」
仲
町
啓
子

氏
（
実
践
女
子
大
学
教
授
）

ヨ
伊
勢
物
語
」
の
本
文
と
「
伊
勢

物
語
」
の
享
受
」
片
桐
洋
一
氏
（
関

西
大
学
教
授
）

・
第
五
十
一
回
「
軍
記
物
語
を
読
み
直

す
ｌ
平
家
物
語
か
ら
太
閤
記
ま
で

ｌ
」
（
七
月
二
十
四
日
、
当
館
）

－ 10－
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「
平
家
物
語
の
受
容
と
展
開
ｌ
中
世

か
ら
近
世
へ
ｌ
」
櫻
井
陽
子
氏
（
熊

本
大
学
助
教
授
）

「
近
世
の
軍
書
ｌ
近
江
の
戦
国
時
代

を
描
い
た
作
品
を
例
と
し
て
ｌ
」
笹

川
祥
生
氏
（
京
都
女
子
大
学
教
授
）

「
太
閤
記
の
描
く
秀
吉
像
」
江
本
裕

氏
（
大
妻
女
子
大
学
教
授
）

・
第
五
十
二
回
「
源
氏
物
語
講
演
会
ｌ

宇
治
橋
の
長
き
ち
ぎ
り
は
ｌ
」
（
十
二

月
十
九
日
、
宇
治
公
民
館
、
宇
治
市

源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
共
催
）

「
源
氏
物
語
の
本
文
と
は
何
か
」
伊

井
春
樹
氏
（
大
阪
大
学
教
授
）

「
宇
治
の
中
君
ｌ
紫
式
部
の
人
物
造

型
ｌ
」
岩
佐
美
代
子
氏
（
鶴
見
大
学

名
誉
教
授
）

③
展
示

○
特
別
展
示

・
春
期
特
別
展
示
「
鉄
心
斎
文
庫
所
蔵

伊
勢
物
語
展
」

（
五
月
二
十
五
日
～
六
月
五
日
）

○
常
設
展
示

・
第
七
十
回
「
軍
記
物
語
の
流
れ
」

（
七
月
六
日
～
八
月
七
日
）

・
第
七
十
一
回
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」

（
十
月
二
十
六
日
～
十
二
月
十
一
日
）

・
第
七
十
二
回
「
版
本
の
挿
絵
」

（
二
月
十
五
日
～
三
月
二
十
四
日
）

④
講
演
集
の
刊
行

公
開
講
演
会
の
講
演
録
で
あ
る
「
古

典
講
演
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
第
三
巻
と
し

て
、
平
成
七
年
度
に
品
川
歴
史
館
と
共

催
し
た
識
演
会
「
文
学
と
歴
史
か
ら
み

た
町
人
群
像
」
と
、
平
成
九
年
度
の
講

演
会
「
文
芸
の
価
値
ｌ
商
業
精
神
と
文

学
ｌ
」
の
記
録
を
「
商
売
繁
昌
ｌ
江
戸

文
学
と
稼
業
ｌ
」
（
臨
川
書
店
）
と
題

し
て
刊
行
し
た
。

(平成11年3月末現在）所蔵資料統計
/‐、

※他に紙焼写真による収集がある。

委
員
会
日
鮭

平
成
ｕ
年

２
月
吃
日
大
学
院
設
置
準
備

委
員
会
（
第
三
回
）

２
月
晦
日
図
書
選
定
小
委
員
会

（
第
六
回
）

２
月
塑
日
大
学
院
設
置
準
備

委
員
会
（
第
四
回
）

３
月
４
日
古
典
籍
総
合
目
録

委
員
会

３
月
略
日
貴
重
書
指
定
小
委
員
会

（
第
一
回
）

３
月
肥
日
図
書
資
料
委
員
会

（
第
二
回
）

３
月
妬
日
大
学
院
設
置
準
備

委
員
会
（
第
五
回
）

３
月
妬
日
大
学
院
教
育
協
力

委
員
会
（
第
三
回
）

４
月
翠
日
大
学
院
設
置
準
備

委
員
会
（
第
一
回
）

５
月
７
日
原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
監
修
員
会
議

（
第
一
回
）

５
月
ｎ
日
大
学
院
設
置
準
備

委
員
会
（
第
二
回
）

５
月
四
日
情
報
シ
ス
テ
ム
専
門

委
員
会

５
月
加
日
将
来
構
想
委
員
会

彙
報

ー､

運
営
協
磯
員
会
の
開
侭
に
つ
い
て

平
成
十
一
年
度
第
一
回
運
営
協
議
員

国
文
学
文
献
資
料
収
集
計

画
委
員
会
（
第
一
回
）

５
月
妬
日
企
画
委
員
会

５
月
”
日
国
文
学
文
献
資
料
調
査
員

会
議
（
総
会
）

６
月
１
日
大
学
院
設
置
準
備

委
員
会
（
第
三
回
）

６
月
４
日
原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
委
員
会
（
第
一
回
）

６
月
ｎ
日
共
同
研
究
委
員
会

（
第
一
回
）

６
月
晦
日
創
立
釦
周
年
記
念
行
事

準
備
委
員
会

６
月
翠
日
移
転
問
題
検
討
委
員
会

大
学
院
設
置
準
備

委
員
会
（
第
四
回
）

７
月
週
日
大
学
院
設
置
準
備

委
員
会
（
第
五
回
）

図
書
選
定
小
委
員
会

（
第
一
回
）

７
月
迦
日
創
立
鋤
周
年
記
念
行
事

準
備
委
員
会

大
学
院
設
置
準
備

委
員
会
（
第
六
回
）

７
月
幻
日
文
献
目
録
委
員
会

８
月
３
日
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会

委
員
会

－1 1－

資 料 種別 点数 冊（リール）数

マイクロ資料

マイクロフイルム※

マイクロフィッシュ

紙 焼写真本

図書（古書及び新 刊書 ）

144.021点

16,0側点

41,280点

31,721リール

55,106枚

“752冊

109,052冊

逐 次 刊 行物 4,220誌 135,425冊

寄 託資料 958冊
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会
が
平
成
十
一
年
六
月
二
十
四
日
（
木
）

に
開
催
さ
れ
、
管
理
運
営
の
概
況
、
平

成
十
年
度
事
業
・
研
究
報
告
、
平
成
十

二
年
度
概
算
要
求
に
つ
い
て
協
議
が
行

わ
れ
た
。

外
国
出
張

安
永
尚
志

渡
航
先
連
合
王
国

目
的
国
文
学
電
子
化
テ
キ
ス

ト
の
異
本
同
定
プ
ロ
ト

コ
ル
に
関
す
る
研
究

期
間
平
成
ｎ
年
２
月
３
日
～

平
成
皿
年
２
月
８
日

安
永
尚
志

渡
航
先
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

イ
タ
リ
ア
共
和
国

目
的
国
文
学
デ
ジ
タ
ル
資
料

館
シ
ス
テ
ム
の
国
際
共

同
構
築
と
利
用
の
た
め

の
技
術
仕
様
の
検
討
と

接
続
環
境
の
調
査
研
究

期
間
平
成
ｎ
年
２
月
加
日
～

許
溌
員
会
の
開
侭
に
つ
い
て

平
成
十
一
年
度
第
一
回
評
議
員
会
が

平
成
十
一
年
七
月
一
日
（
木
）
に
開
催

さ
れ
、
管
理
運
営
の
概
況
、
平
成
十
年

度
事
業
・
研
究
報
告
、
平
成
十
二
年
度

概
算
要
求
に
つ
い
て
評
議
が
行
わ
れ
た
。

」
松
村
雄
二

中
村
康
夫

渡
航
先

原
正
一
郎

渡
航
先

目
的

原
正
一
郎

相
田
満

江
戸
英
雄

渡
航
先

目
的

期
間

期
間

期
間

目
的

内

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

国
文
学
デ
ジ
タ
ル
資
料

館
シ
ス
テ
ム
の
国
際
共

同
構
築
と
利
用
に
関
す

る
研
究

平
成
ｎ
年
２
月
創
日
～

平
成
ｎ
年
３
月
７
日

連
合
王
国

オ
ラ
ン
ダ
王
国

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

国
文
学
デ
ジ
タ
ル
資
料

館
シ
ス
テ
ム
の
国
際
共

同
構
築
と
利
用
に
関
す

る
研
究

平
成
ｎ
年
２
月
”
日
～

平
成
ｎ
年
３
月
吃
日

平
成
ｕ
年
３
月
３
日

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

国
文
学
デ
ジ
タ
ル
資
料

館
シ
ス
テ
ム
の
国
際
共

同
櫛
築
と
利
用
に
関
す

る
研
究

平
成
ｎ
年
２
月
羽
日
～

平
成
ｎ
年
３
月
７
日

渡
航
先
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

連
合
王
国

目
的
国
文
学
デ
ジ
タ
ル
資
料

館
シ
ス
テ
ム
の
国
際
共

同
構
築
と
利
用
に
関
す

る
研
究

期
間
平
成
ｎ
年
３
月
Ⅳ
日
～

平
成
ｎ
年
３
月
”
日

高
木
俊
輔

渡
航
先
オ
ラ
ン
ダ
王
国

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

目
的
在
欧
日
本
史
料
の
所
在

と
現
状
に
関
す
る
調
査

期
間
平
成
ｎ
年
５
月
調
日
～

平
成
ｎ
年
６
月
吃
日

安
藤
正
人

渡
航
先
オ
ラ
ン
ダ
王
国

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

目
的
第
二
次
世
界
大
戦
期
ア

ジ
ア
に
お
け
る
文
瞥
記

録
史
料
の
略
奪
・
廃

棄
・
流
出
等
の
調
査

期
間
平
成
ｎ
年
５
月
羽
日
～

平
成
皿
年
６
月
旭
日

山
崎
圭

渡
航
先
オ
ラ
ン
ダ
王
国

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

目
的
在
欧
日
本
史
料
の
所
在

と
現
状
に
関
す
る
調
査

期
間
平
成
ｎ
年
５
月
副
日
～

内

平
成
ｎ
年
６
月
吃
日

原
正
一
郎

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
櫛
築
の
た
め
の
情
報

処
理
的
研
究

期
間
平
成
ｕ
年
６
月
１
日
～

平
成
吃
年
３
月
瓢
日

野
本
忠
司

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
第
訂
回
計
算
言
語
学
会

年
次
大
会
に
お
い
て
研

究
発
表

期
間
平
成
ｎ
年
６
月
四
日
～

平
成
ｎ
年
６
月
肥
日

松
野
陽
一

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル

入
口
敦
志

渡
航
先
大
韓
民
国

目
的
韓
国
を
中
心
と
し
た
旧

植
民
地
所
在
の
日
本
典

籍
に
関
す
る
研
究

期
間
平
成
ｎ
年
７
月
四
日
～

平
成
ｎ
年
７
月
翠
日

安
藤
正
人

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
第
二
次
世
界
大
戦
期
ア

ジ
ア
に
お
け
る
文
書
記

録
史
料
の
略
奪
・
廃

棄
・
流
出
等
に
関
す
る
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松
村
雄
二

安
永
尚
志

渡
航
先

山
崎

海
外
研
修
旅
行

鈴
木
淳

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
ア
ジ
ア
学
会
文
科
会
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
出
席

及
び
古
典
籍
調
査

期
間
平
成
ｎ
年
３
月
８
日
～

平
成
皿
年
３
月
肥
日

期渡
航
先

期
間

目
的

期
間

目
的 誠

間

調
査

平
成
ｎ
年
７
月
塑
日
～

平
成
ｎ
年
８
月
５
日

オ
ラ
ン
ダ
王
国

ラ
イ
デ
ン
民
族
学
博
物

館
所
蔵
品
の
調
査

平
成
ｎ
年
８
月
１
日
～

平
成
ｎ
年
８
月
ｎ
日

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国

国
文
学
デ
ジ
タ
ル
資
料

館
シ
ス
テ
ム
の
国
際
共

同
構
築
と
利
用
に
関
す

る
研
究
の
た
め

平
成
皿
年
８
月
四
日
～

平
成
ｎ
年
３
月
瓢
日

ｌ
新
収
資
料
紹
介

和
学
者
書
簡
集
写
二
巻

本
瞥
簡
集
は
、
平
成
九
年
東
京
古
典
（
的
）
一
柳
千
古
（
中
島
広
足
宛
）

会
で
入
札
購
入
し
た
も
の
で
、
青
銅
色
（
釦
）
近
藤
光
輔
（
同
右
）

の
牡
丹
唐
草
文
様
椴
子
表
紙
の
巻
子
本
（
別
）
佐
々
木
春
夫
（
伴
林
光
平
宛
）

二
軸
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
書
簡
類
を
以
上
計
二
十
一
通
で
あ
る
が
、
中
に

貼
り
継
い
で
仕
立
て
て
あ
る
。
い
ま
そ
は
和
歌
詠
草
を
二
点
ほ
ど
含
む
。
近
世

の
概
要
を
示
せ
ば
次
の
通
り
。

中
期
の
似
雲
、
真
淵
か
ら
幕
末
の
諸
平
、

〈
上
巻
〉
広
前
ら
ま
で
、
和
学
者
歌
人
に
限
っ
て

＊
（
１
）
賀
茂
真
淵
（
青
木
菅
根
宛
）
蒐
集
し
た
も
の
。
旧
蔵
者
は
、
上
巻
の

＊
（
２
）
本
居
宣
長
（
植
松
有
信
宛
）
首
に
「
浜
雄
蔵
書
」
の
朱
文
方
印
を
捺

（
３
）
平
田
篤
胤
（
新
庄
道
雄
宛
）
す
こ
と
か
ら
、
弥
富
浜
雄
と
知
ら
れ
る
。

（
４
）
加
藤
千
蔭
（
村
田
春
海
宛
）
同
氏
は
近
世
和
学
研
究
に
目
立
っ
た
業

＊
（
５
）
村
田
春
海
（
伴
嵩
躍
宛
）
績
を
遺
し
て
お
り
、
と
く
に
中
島
広
足

＊
（
６
）
揖
取
魚
彦
（
宛
先
不
明
）
の
研
究
は
著
名
。
本
書
簡
集
に
広
足
宛

（
７
）
石
塚
竜
麻
呂
（
「
波
多
君
」
）
の
三
通
が
含
ま
れ
る
の
は
、
そ
の
た
め

（
８
）
荷
田
蒼
生
子
（
「
た
る
い
様
」
）
で
あ
る
。
ま
た
同
氏
は
書
簡
、
短
冊
の

（
９
）
長
瀬
真
幸
（
中
島
広
足
宛
）
蒐
集
家
と
し
て
も
つ
と
に
有
名
で
あ
り
、

＊
（
皿
）
屋
代
弘
賢
（
立
原
杏
所
宛
）
大
正
四
年
に
は
歌
文
珍
書
保
存
会
よ
り

〈
下
巻
〉
『
名
家
書
翰
集
抄
」
を
出
し
、
秘
蔵
の

＊
（
ｕ
）
賀
茂
季
鷹
（
「
御
か
た
へ
の
百
七
通
に
つ
い
て
翻
印
紹
介
さ
れ
た
。

女
房
た
ち
」
）
そ
の
う
ち
本
書
簡
集
と
重
複
す
る
八
通

（
吃
）
似
雲
寛
保
二
年
和
歌
四
首
に
つ
い
て
は
、
右
の
各
番
簡
の
頭
に
＊

＊
（
昭
）
密
庵
僧
慈
（
加
藤
藤
次
宛
）
印
を
付
し
て
お
い
た
。
他
の
十
余
通
に

（
皿
）
滋
野
井
公
麗
三
首
詠
草
つ
い
て
は
、
大
半
が
新
出
書
簡
と
考
え

（
喝
）
橘
守
部
（
中
島
広
足
宛
）
ら
れ
る
が
、
そ
の
精
細
な
調
査
は
他
日

（
胆
）
加
納
諸
平
（
伴
林
光
平
宛
）
を
期
し
た
い
。

（
〃
）
村
田
泰
足
（
不
溢
宛
）
書
簡
の
中
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
多
少
面

＊
（
肥
）
内
藤
広
前
（
伴
信
友
宛
）
白
い
内
容
を
含
む
が
、
い
ま
（
９
）
広

/垂、

/‐、

足
宛
長
瀬
真
幸
書
簡
の
一
部
を
左
に
紹

介
し
て
お
こ
う
。
旧
蔵
者
の
識
語
に
よ

れ
ば
、
年
紀
は
文
政
十
二
年
と
い
う
。

（
略
）
正
月
以
来
所
々
発
会
二
被

招
出
席
仕
候
。
擁
書
漫
筆
作
者
高

田
与
清
ト
申
も
の
、
岸
本
由
豆
流

な
と
国
も
逢
申
候
。
春
海
門
人
多

御
坐
候
。
頃
日
由
豆
流
亭
初
会
二

参
り
申
候
所
、
大
会
二
て
何
か
混

雑
成
ル
会
二
而
、
詩
歌
書
画
狂
歌

等
迄
集
り
大
酒
莚
、
江
戸
中
名
家

大
概
集
り
、
或
ハ
歌
を
短
冊
扇
面

等
二
書
も
の
有
り
、
又
は
詩
を
書

キ
画
を
か
き
酒
の
む
も
あ
り
。
大

ぱ
な
し
い
た
し
論
ず
る
も
あ
り
。

寝
ぼ
け
先
生
真
顔
な
と
申
狂
歌
師

も
来
り
。
画
ハ
高
島
寿
一
郎
千
春
、

文
ち
や
う
な
ど
も
参
り
、
僧
俗
男

女
老
少
内
外
二
而
、
五
十
も
人
数

有
之
た
る
と
相
見
、
美
婦
瓶
を
取
、

は
て
は
お
ど
り
候
よ
し

右
は
、
千
蔭
、
春
海
な
き
あ
と
の
江
戸

の
学
芸
界
の
動
向
を
示
す
好
資
料
と
い

え
る
。
と
く
に
蔵
書
家
で
、
そ
の
父
が

『
江
戸
生
艶
気
樺
焼
」
の
主
人
公
艶
二

郎
に
擬
せ
ら
れ
る
由
豆
流
主
催
の
書
画

会
の
、
派
手
な
混
雑
ぶ
り
が
興
味
深
い
。

（
整
理
閲
覧
部
・
鈴
木
淳
）
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評
磯
員

任
期
平
成
ｎ
年
７
月
１
日
～
平
成
吃
年
６
月
釦
日

朝
尾
直
弘
京
郁
橘
女
子
大
学
文
学
部
軟
授
．
京
部
大
学
名
警
敏
授

阿
部
謹
也
共
立
女
子
大
学
長
、
一
橋
大
学
名
番
敦
授

阿
部
充
夫
東
京
国
立
博
物
館
長

網
野
善
彦
元
神
奈
川
大
学
経
済
学
部
特
任
教
授

石
毛
直
道
国
立
民
族
学
博
物
節
長

稲
賀
敬
二
安
田
女
子
大
学
文
学
部
教
授
、
広
凪
大
学
名
誉
教
授

猪
瀬
博
学
術
怖
報
セ
ン
タ
ー
所
長
、
東
京
大
学
名
誉
救
授

大
口
勇
次
郎
ぉ
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
存
学
部
軟
授

甲
斐
睦
朗
同
立
国
脳
研
究
所
長

河
合
隼
雄
図
厩
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
艮
、
京
郷
大
学
鵜
誉
敏
授

久
保
田
淳
白
百
合
女
子
大
学
文
学
部
教
授
．
東
京
大
学
名
誉
教
授

興
膳
宏
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
敦
授

雑
賀
美
枝
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
消
心
女
子
大
学
長

佐
原
興
伺
立
脹
史
民
僻
博
物
航
艇

竹
西
寛
子
作
家
・
肝
鎗
家

田
中
彰
札
幌
学
院
大
学
経
済
学
部
軟
授
．
北
海
遮
大
学
鵜
醤
軟
授

堤
精
二
お
茶
の
水
女
子
大
学
名
群
教
授

徳
江
元
正
國
學
院
大
學
文
学
部
教
授

蓮
實
重
彦
東
京
大
学
長

平
岡
敏
夫
筑
波
大
学
名
誉
教
授
、
群
瓜
鼎
立
女
子
大
学
名
誉
軟
授

運
営
協
溌
員

任
期
平
成
叩
年
８
月
１
日
～
平
成
吃
年
７
月
訓
日

久
保
木
哲
夫
都
荊
文
科
大
学
長

後
藤
祥
子
日
本
女
子
大
学
文
学
部
教
授

外
村
南
都
子
白
百
合
女
子
大
学
文
学
部
教
授

名
和
修
（
財
）
隅
明
文
服
提

延
贋
眞
治
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
教
授

野
山
嘉
正
放
送
大
学
教
授

’

内

日
野
龍
夫
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
敦
授

藤
井
譲
治
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
軟
授

宮
地
正
人
東
京
大
学
史
料
縄
幕
所
赦
授

吉
原
健
一
郎
成
城
大
学
文
芸
学
部
教
授

共
同
研
究
委
員
会
委
員

任
期
平
成
ｎ
年
４
月
１
日
～
平
成
聡
年
３
月
釧
日

妹
尾
好
信
広
島
大
学
文
学
部
助
教
授

野
村
輔
一
実
践
女
子
大
学
垂
学
部
教
授

冨
士
昭
雄
駒
椰
大
学
文
学
郁
教
授

松
浦
友
久
早
稲
田
大
学
文
学
邪
教
授

松
尾
葦
江
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
教
授

三
木
紀
入
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
商
学
部
敦
授

国
文
学
文
献
資
料
収
集
計
画
委
員
会
委
員

任
期
平
成
加
年
４
月
１
日
～
平
成
吃
年
３
月
釦
日

井
上
敏
幸
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
教
授

狩
野
博
幸
京
祁
国
立
博
物
航
学
芸
課
美
術
室
長

沢
井
耐
三
鍵
知
大
学
文
学
郁
軟
授

白
石
克
座
塵
殺
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
飼
査
役

三
村
晃
功
光
雅
女
子
大
学
文
学
部
教
授

任
期
平
成
ｎ
年
４
月
１
日
～
平
成
通
年
３
月
剖
日

池
宮
正
治
玩
球
大
学
法
文
学
部
教
授

江
本
裕
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
軟
授

岡
崎
久
司
大
東
急
記
念
文
叩
学
芸
部
畏

滝
潔
貞
夫
侭
州
大
学
教
商
学
部
教
授

平
野
由
紀
子
ぉ
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
教
授

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
委
員
会
委
員

任
期
平
成
叩
年
４
月
１
日
～
平
成
哩
年
３
月
訓
日

今
関
敏
子
帝
塚
山
学
院
大
学
文
学
部
教
授

木
越
治
金
沢
大
学
文
学
部
教
授

小
池
正
胤
東
京
学
芸
大
学
名
播
牧
授

戸､ 潟
沼
誠
二
北
海
適
教
育
大
学
教
育
学
部
岩
見
沢
校
教
授

中
島
国
彦
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授

山
口
博
聖
徳
大
学
人
文
学
部
教
授

文
献
目
録
委
員
会
委
員

任
期
平
成
加
年
４
月
１
日
～
平
成
廻
年
３
月
訓
日

安
藤
修
平
寓
山
大
学
教
育
学
部
教
授

安
藤
宏
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
助
教
授

石
川
了
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
教
授

遠
藤
宏
成
険
大
学
文
学
部
教
授

菊
地
仁
山
形
大
学
人
文
学
部
軟
授

木
越
治
金
沢
大
学
文
学
部
教
授

後
藤
祥
子
日
本
女
子
大
学
文
学
部
救
授

鈴
木
泰
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
教
授

高
橋
博
史
白
百
合
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

前
田
雅
之
東
京
家
政
学
院
大
学
人
文
学
部
助
教
授

松
村
友
視
慶
懸
義
塾
大
学
文
学
郎
救
授

安
田
尚
道
青
山
学
院
大
学
文
学
郁
軟
授

原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
会
委
員

任
期
平
成
加
年
４
月
１
日
～
平
成
吃
年
３
月
瓠
日

青
木
周
平
國
學
院
大
學
文
学
部
教
授

池
上
洵
一
神
戸
大
学
文
学
部
教
授

今
西
裕
一
郎
九
州
大
学
文
学
部
教
授

岩
下
武
彦
中
央
大
学
文
学
部
敦
授

小
池
一
行
宮
内
庁
野
陵
部
図
瞥
詞
在
宮

野
村
輔
一
実
殴
女
子
大
学
文
学
部
教
授

中
山
右
尚
鹿
児
島
大
学
教
育
学
邸
教
授

情
報
シ
ス
テ
ム
委
員
会
委
員

任
期
平
成
加
年
４
月
１
日
～
平
成
吃
年
３
月
劃
日

伊
井
春
樹
大
阪
大
学
文
学
郁
敦
授

石
塚
英
弘
図
瞥
伽
怖
報
大
学
間
密
航
愉
報
学
部
救
授
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稲
岡
耕
二
上
智
大
学
文
学
部
教
授

根
岸
正
光
学
術
備
報
セ
ン
タ
ー
教
授

杉
田
繁
治
国
立
民
族
学
博
物
鯨
民
族
学
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
教
授

照
井
武
彦
元
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
愉
報
資
料
研
究
部
教
授

長
崎
健
中
央
大
学
文
学
部
教
授

永
村
眞
日
本
女
子
大
学
文
学
部
教
授

中
山
雅
哉
東
京
大
学
大
型
計
算
擬
セ
ン
タ
ー
助
教
授

原
田
公
子
国
立
国
会
図
番
館
緯
務
部
剛
部
長

星
野
聰
京
都
大
学
名
誉
教
授

村
上
學
元
名
古
屋
大
学
文
学
部
教
授

古
典
籍
総
合
目
録
委
員
会
委
員

任
期
平
成
ｎ
年
４
月
１
日
～
平
成
過
年
３
月
瓢
日

市
古
夏
生
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
軟
授

加
美
宏
同
志
社
大
学
文
学
部
敦
授

柴
田
光
彦
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
軟
授

高
橋
柏
東
京
大
学
附
属
図
替
餉
耶
務
部
長

堤
精
二
お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
軟
授

戸
澤
幾
子
国
立
国
会
図
密
飾
図
啓
郁
古
典
籍
課
畏

益
田
宗
国
立
歴
史
民
俗
博
物
飽
名
番
教
授

国
文
学
文
献
資
料
鬮
査
員

任
期
平
ふ
峡
皿
年
４
月
１
日
～
平
成
吃
年
３
月
釧
日

〔
北
海
道
・
東
北
地
区
〕

杉
浦
清
志
北
海
遊
牧
青
大
学
教
育
学
部
函
飾
校
敦
授

竹
下
香
織
山
形
女
子
短
期
大
学
助
教
授

永
田
信
也
北
海
遭
軟
育
大
学
敦
育
学
部
旭
川
校
助
敬
授

名
子
喜
久
雄
山
形
大
学
教
育
学
部
助
教
授

播
摩
光
寿
固
學
院
短
期
大
学
牧
授

細
田
季
男
北
海
近
札
幌
新
川
高
等
学
校
教
諭

宮
澤
照
恵
北
星
学
園
大
学
経
済
学
部
助
敦
授

山
本
陽
史
山
形
大
学
教
育
学
部
助
教
授

/‐、

〔
関
東
地
区
〕

池
澤
一
郎

石
井
倫
子

石
神
秀
美

井
上
泰
至

越
後
敬
子

佐
伯
孝
弘

佐
藤
智
広

嶋
中
道
則

杉
浦
晋

鈴
木
俊
幸

丹
陽
子

中
丸
宣
明

藤
田
洋
治

宗
像
和
重

山
下
琢
巳

山
中
玲
子

湯
浅
佳
子

綿
抜
豊
昭

〔
中
部
地
区
〕

有
働
裕

岡
本
勝

神
作
研
一

島
原
泰
雄

鈴
木
孝
術

高
木
元

高
橋
明
彦

田
中
康
二

玉
城
司

戸
谷
精
三

明
治
大
学
法
学
部
助
教
授

放
送
大
学
非
常
勤
誘
師

槌
見
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

防
衛
大
学
校
人
文
科
学
教
室
助
教
授

実
践
女
子
大
学
文
学
部
助
手

滴
泉
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

昭
和
学
院
短
期
大
学
読
師

東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
教
授

東
京
成
徳
短
期
大
学
助
教
授

中
央
大
学
文
学
部
教
授

東
京
学
芸
大
学
教
育
学
邪
助
教
授

山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
助
教
授

東
京
成
徳
短
期
大
学
助
軟
授

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授

東
京
成
徳
短
期
大
学
助
教
授

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
助
赦
授

東
京
学
芸
大
学
教
育
学
郁
助
手

図
替
館
愉
報
大
学
間
密
餓
燗
報
学
部
助
敬
授

鍵
知
教
Ｗ
大
学
赦
育
学
郁
助
教
授

鍵
知
軟
育
大
学
救
育
学
部
教
授

金
城
学
院
大
学
文
学
部
助
軟
授

凪
學
節
大
學
文
学
部
教
授

新
潟
大
学
人
文
学
部
敬
授

愛
知
県
立
大
学
文
学
部
助
教
授

金
沢
美
術
工
芸
大
学
美
術
工
芸
学
部
助
教
授

宙
士
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
短
期
大
学
助
教
授

消
泉
女
学
院
短
期
大
学
助
教
授

長
野
工
業
高
等
専
門
学
校
助
教
授

/‐､西
山
秀
人
上
田
女
子
短
期
大
学
助
教
授

服
部
仁
同
朋
大
学
文
学
部
教
授

広
部
俊
也
新
潟
大
学
人
文
学
部
助
教
授

森
沢
多
美
子
都
囹
文
科
大
学
文
学
部
非
徹
動
議
師

柳
澤
良
一
金
沢
学
院
大
学
文
学
部
教
授

〔
近
畿
地
区
〕

青
木
稔
弥
神
戸
松
陰
女
子
学
院
大
学
文
学
部
教
授

安
達
敬
子
京
都
府
立
大
学
文
学
部
助
軟
授

出
原
隆
俊
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
教
授

大
高
洋
司
甲
南
女
子
大
学
文
学
部
教
授

大
谷
俊
太
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

岡
本
聡
芦
歴
女
子
短
期
大
学
簿
師

日
下
幸
男
大
阪
市
立
淀
商
業
高
等
学
校
敦
翰

小
林
健
二
大
谷
女
子
大
学
文
学
部
秋
授

須
田
千
里
京
都
大
学
健
合
人
間
学
部
助
軟
授

曽
根
誠
一
花
園
大
学
文
学
部
軟
授

中
・
西
健
治
相
愛
大
学
人
文
学
部
軟
授

野
口
隆
大
阪
学
院
大
学
経
済
学
部
解
師

藤
田
興
一
京
都
府
立
大
学
文
学
部
敦
授

峯
村
至
津
子
京
都
女
子
大
学
文
学
部
麟
師

三
村
晃
功
光
薙
女
子
大
学
文
学
部
牧
授

林
原
純
生
神
戸
大
学
文
学
部
教
授

〔
中
国
・
四
国
地
区
〕

宙
田
実
四
国
大
学
短
期
大
学
部
助
救
授

赤
羽
淑
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
禰
心
女
子
大
学
文
学
部
教
授

赤
松
万
理
脇
門
教
育
大
学
学
校
敦
育
学
部
助
教
授

蔵
田
耕
一
島
根
大
学
法
文
学
部
教
授

飯
倉
洋
一
山
口
大
学
人
文
学
部
助
教
授

石
川
一
広
島
女
子
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授

大
伏
春
美
徳
風
文
理
大
学
文
学
部
敦
授
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久
保
田
啓
一
広
島
大
学
文
学
郎
助
軟
授

倉
本
昭
梅
光
女
学
院
大
学
簿
師

島
田
大
助
安
田
女
子
大
学
文
学
郁
非
常
勤
騨
師

下
田
祐
輔
徳
島
文
理
大
学
文
学
郁
助
教
授

妹
尾
好
信
広
卿
大
学
文
学
郎
助
牧
授

田
中
則
雄
胤
捉
大
学
法
文
学
部
助
牧
授

西
本
寮
子
広
島
女
子
大
学
凶
際
文
化
学
郁
助
教
授

長
谷
川
泰
志
広
島
経
済
大
学
経
済
学
部
助
敬
授

福
田
安
典
愛
娘
大
学
教
育
学
部
助
軟
授

古
瀬
雅
義
安
田
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

松
原
一
義
喝
門
教
育
大
学
学
校
教
育
学
部
教
授

森
下
要
治
広
島
文
教
女
子
大
学
文
学
部
講
師

〔
九
州
地
区
〕

池
宮
正
治
魔
球
大
学
法
文
学
部
教
授

井
上
洋
子
禍
岡
国
際
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
！
ン
ヨ
ン
学
部
助
教
授

今
井
明
福
岡
女
子
大
学
文
学
部
救
授

上
里
賢
一
琉
球
大
学
法
文
学
部
教
授

後
小
路
薫
別
府
大
学
文
学
部
助
教
授

小
川
剛
生
熊
本
大
学
文
学
部
簿
師

樫
澤
葉
子
九
州
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

勝
俣
隆
腿
崎
大
学
教
行
学
部
助
軟
授

國
生
雅
子
筑
紫
女
学
囲
大
学
文
学
郁
助
敬
授

鈴
木
元
熊
本
鼎
立
大
学
文
学
部
卿
師

高
橋
昌
彦
純
典
女
子
勉
期
大
学
助
敬
授

松
本
常
彦
北
九
州
大
学
文
学
郎
助
牧
授

山
田
洋
嗣
糊
岡
大
学
人
文
学
部
紋
授

若
木
太
一
腿
崎
大
学
環
境
科
学
部
教
授

国
文
学
研
究
情
報
研
究
専
門
員

任
期
平
成
皿
年
４
月
１
日
～
平
成
囮
年
３
月
瓢
日

小
川
靖
彦
日
本
女
子
大
学
文
学
郁
助
教
授

’1

角

近
藤
み
ゆ
き
千
葉
大
学
文
学
郎
助
牧
授

鈴
木
豊
文
京
女
子
惣
期
大
学
助
軟
授

堤
玄
太
帝
京
大
学
文
学
郁
簿
師

寺
井
正
憲
千
策
大
学
牧
脊
学
郎
助
敬
授

山
下
哲
郎
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
非
常
勤
獅
師

湯
浅
佳
子
東
京
学
芸
大
学
敦
涌
学
部
助
手

青
椥
隆
志
東
京
成
徳
短
期
大
学
助
敬
授

池
田
三
枝
子
夷
殿
女
子
大
学
文
学
郎
簿
師

小
林
徹
行
和
洋
女
子
大
学
人
文
学
部
非
術
勤
講
師

近
藤
泰
弘
青
山
学
院
大
学
文
学
部
教
授

佐
々
木
孝
浩
慶
態
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
逝
文
廊
助
手

中
村
文
共
立
女
子
大
学
非
常
勤
簿
師

山
口
明
穂
中
央
大
学
文
学
部
教
授

湯
浅
吉
美
成
田
山
仏
教
研
究
所
嘱
託

横
井
孝
静
岡
大
学
教
育
学
部
教
授

原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
監
修
員

任
期
平
成
ｕ
年
４
月
１
日
～
平
成
吃
年
３
月
瓠
日

池
田
尚
隆
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
郁
助
軟
授

加
藤
静
子
祁
研
文
科
大
学
文
学
部
敦
授

辛
島
正
雄
九
州
大
学
文
学
部
助
教
授

木
村
由
美
子
東
京
祁
立
展
芸
高
竿
学
校
教
翰

小
島
明
子
川
崎
医
磯
拙
祉
大
学
医
擬
禍
祉
学
郁
助
救
授

重
富
克
史
槻
浜
山
手
女
子
高
等
学
校
教
鋤

多
田
圭
子
駒
沢
大
学
非
常
勤
簿
師

福
田
景
道
島
根
大
学
教
行
学
郎
牧
授

福
長
進
神
戸
大
学
文
学
郁
助
敦
授

横
井
孝
静
岡
大
学
教
彌
学
郎
牧
授

渡
瀬
茂
商
士
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
短
期
大
学
助
紋
授

共
同
研
究
員

任
期
平
成
ｎ
年
４
月
１
日
～
平
成
吃
年
３
月
訓
日

内 課
題
名
〔
『
後
素
集
」
の
総
合
的
研
究
〕

中
本
大
立
命
航
大
学
文
学
部
助
敬
授

岩
山
泰
三
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
生

小
助
川
元
太
立
命
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
概

綿
田
稔
山
口
鼎
立
芙
術
航
学
芸
側

住
吉
朋
彦
窟
内
庁
寄
陵
部
研
究
日

課
題
名
〔
テ
ニ
ハ
秘
伝
の
研
究
〕

根
上
剛
士
東
洋
大
学
文
学
部
赦
授

大
谷
俊
太
奈
良
女
子
大
学
文
学
祁
助
教
授

大
村
敦
子
武
叩
川
女
子
大
学
文
学
部
非
赫
勤
獅
師

近
藤
泰
弘
宵
山
学
院
大
学
文
学
部
教
授

鈴
木
順
子
背
山
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程

鈴
木
元
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
講
師

武
井
和
人
埼
玉
大
学
教
養
学
部
教
授

西
田
正
宏
大
阪
女
子
大
学
人
文
社
会
学
部
専
任
講
師

綿
抜
豊
昭
図
杏
館
怖
報
大
学
図
寄
航
怖
報
学
部
助
敬
授

課
題
名
〔
中
世
文
芸
作
品
と
仏
教
と
の
関
係
に
関

す
る
学
際
的
研
究
〕

松
尾
剛
次
山
形
大
学
人
文
学
郁
教
授

末
木
文
美
士
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
敬
授

吉
村
均
財
団
法
人
東
方
研
究
会
研
究
側

米
井
輝
圭
文
化
庁
文
化
郁
宗
務
課
卯
門
域
貝

課
題
名
〔
う
つ
ほ
物
語
と
そ
の
周
辺
文
学
の
研
究
〕

室
城
秀
之
白
百
合
女
子
大
学
文
学
郁
軟
授

稲
員
直
子
Ⅱ
本
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
拠
穏

上
原
作
和
消
泉
女
子
大
学
文
学
部
妓
任
簿
師

大
井
田
晴
彦
束
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
助
手

佐
藤
信
一
白
百
合
女
子
大
学
文
学
郁
助
赦
授

正
道
寺
康
子
聖
惚
大
学
短
期
大
学
郁
簿
師

中
山
陽
子
消
泉
女
子
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
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○呈づ国坂大赤和課稲宮
題

:搬さ星章内石松国名田谷

I,"
9÷．｡‘････っ一･･･1．．口一･･'｡,･･一一・・一・一一・・,｡，｡．÷．."0,..今‘ID,,..ー.、つ.､'0,..つ一･･1．，．.‐÷~.．．｡一◇一･････一0

平成'1年剛期蝿睡竺公職i峰のご案内I
？ 芭蕉自筆『奥の細道」展

I[展示］

i閥蕊撫鰯撫潔欝｡｢烈龍､｜
i蕉の筆蹟の参考とすべきもの数点を展示し､自箪本I
『硫究の深化をはかるものです｡多数のみなさまのご’1来館をお待ちいたします。

i期悶
；平成11年10月25日（月）～ll月6日（土）
I(土．日．祝日及び会期中の休館日10月29日（金)I
I も開催)i

1時間
69：30～16：30

0

：会場
I当館展示室（2階）

;展示書目
；芭蕉自筆本「奥の細道j
I芭蕉筆「許六離別詞」 I
’芭蕉筆怒誰宛替簡ほか入場無料。
I

i!講演会］
‘自筆本「奥の細道」とはなにか
I国文学研究資料館教授上野洋三

|輔驚雷、
雲英末雄氏 1

1
･l

13:30～16:301

1会場 1
1当館大会議室（'階） 1

1聴講無料。定員250名。 I
，申込方法

；聴講ご希望の方は往復はがきに、郵便番号・住；

；所･氏名を記入の上､国文学研究資料館整理閲覧部｜
：参考室宛に､10月8日までに郵送してください。
0
一・一・一・一・一・一・一・一・一・一・一・一・一・一｡－,一・一・一・一・一・一今一・一・一・一

国
文
学
研
究
資
料
館
永
年
勤
続
者
表
彰
規
定
に

づ
き
、
次
の
方
に
表
彰
状
を
授
与
し
、
記
念
品
を

呈
し
た
。

○
平
成
ｎ
年
５
月
１
日

長
津
昭
（
庶
務
課
人
事
係
長
）

増
井
ゆ
う
子
（
情
報
サ
ー
ビ
ス
室
情
報
整
備
係
）零

当館では今年

に充実させまし

んのこと、当節

ても詳しくお知

また、全国類

例会等の詳細な

の人にも情報を

は、国文学はも
いて*､広く関禅

閲覧利用の茶豚

】一．趣孕

側

笑
プ
晶

/‐、

9.o....･･-.....-..←.‘'0，，．．－．－．．.'.･-.....-､．..､-.....-.-.-..一.-.....-..‘..．~0
サ

第23回国際日本文学研究集会

1特集ﾃーﾏ｢境界と日本文学-翻訳とその周辺一」1
1日時：平成11年ll月18(木）・19日（金）

’第1日受付開始12:30開会13:00
If研究発表(13:10~）
I「通俗唐玄宗軍談｣の翻訳の方法熊懲蘇I
i－その典拠と翻案の様相-i

I「定家卿百番自歌合｣の「春部」について

1－和歌の配列をどう読むか-ｱﾝドﾚｱ･ﾗｵｽI
！源氏物語の女性的叙述体の翻訳における間題
，ソーニャ・アンツェン＄

！実用 主義の翻訳から芸術言語の翻訳へと§

1－芸術的翻訳思想の窪生とその周辺一鰯炳浩！
；「新国王｣に現れた韓国観
;－『ｱﾙﾄﾊｲデﾙべﾙｸ｣との比較灘て壷1
1森鴎外訳ストリンドベリ長島要-I
i－『債鬼」から消えたエロス－ 1

1
1＊ﾚｾプｼﾖﾝ(17:30~）
’第2日
＃＊研究発表(10:30～)!

I文化の翻訳としての映画物語張栄順リ
サ

．－谷崎潤一郎「肉塊」論一
＄

I台湾の「日本語文学｣における翻訳の装世
I 李郁 葱I
サタイ語訳の日本文学カンラヤニー・シタスワーンi
；＊公開識演（13:30~）

i露伴の時代-日本近代文学史における翻訳とその周｜
I 辺をめぐっ て － 潟 沼 誠 二 ；

I題詠の翻訳一頓阿の歌をめぐって－ 1
スティープン・カーター’

1参加ご希望の方は当館｢国際日本文学研究集会事1
1務局」宛に、氏名・住所・睡話・職業（所属）・研I
i究分野・レセプション（会費三千円）参加希望の有’

1無を書いて、郵送またはFAX(03-3785-4455)にてlll
：月5日（金）までにお申し込み下さい｡参加費千円：

0

1を当日申し受けます。
●･･←ロー令一・一口一・一・一・一・一・一 ・ 一 ・ 一 ・ 一 ・ ● ● ･ ÷ ･ ● 一 ・ 一 ・ 一 ・ ÷ ･ － . 一 ・ 一 一 一 ・ ‐

ノー､

－17－



国文学研究資料館報 平成11年9月第53号

閲覧室利用案内

OPACが新しくなりましたノ

6月14日（月）よりOPAC(OnlinePubHcAccessCatalog:オンライン利用者目録）が新しくな

りました。その特徴と接続方法について簡単にお知らせします。

特徴

・全文検索システムですので、検索したい語が項目の冒頭、中間、末尾いずれにあるかを意識せずに

検索できます。そのため漢字での検索が容易になりました。

．今までは図書（明治期以降の図書、翻刻・影印本等）のみの検索でしたが、雑誌も検索できるよう

になりました。

へ接続方法

インターネットのブラウザで下記のURLを指定してください。

http:"tosho.nijl.acjp/opac

国文学研究資料館のホームページ(http://www・nijl・ac・jp/)からも「閲覧利用」や.｢電子資料館」

のページを経由してOPACの検索ができます。

操作説明はOPACトップページの画面右下に表示されています。

初めての方はここをご覧ください。また詳しい説明はヘルプをクリックすると表示されます。

《
唖

寺琴
、

と
げ

W瞬

韓舞

聖 … 認
繊
渉L魚”霞瀕蕊識

劃 癖“丁心

ｆ‐…＝
…雷同轡

愚B”廷ｼｽ子ム
ーーーFa■L■~＝一二一一醇中巴ロ－

全

国文学研究黄料館OPAC

睡峰豆弔隅副§
￥

”鰯諒琴零鶴…鯉競裟“，
＊
r
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i

l
I
ﾔ

s j
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i
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甚
且
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98碑

十曾拠I面会え艶18＞

へRqざ
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》
》

一
一

蝿
》

一
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一
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一

【一
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１
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入湾し宝γ、

迎
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屯
名
斗
△
叩
轌
・
巳
℃
口
伊
〃
“
も
も

４

量
Ⅵ ー
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一

OPACのほかにも、国文学研究資料館のホームページの更新を機に閲覧室の利用案内も新しくなり

ました。

みなさんのご意見をお待ちしています。
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人事異動（平成ll年3月～平成11年8月）
【教官】

~、

【事務系域員】

〔
↑

0

－ 19－

発令年月日 氏名 異動内容（教官職） 旧（現）官職

11．3．31

11．4．1

11．4．1

ヶ

今

多

多

多

多

参

参

参

11．4．1

〃

〃

〃

参

参

〃

参

彦
三
美
協

川
井
立
武

堀川貴司

伊薩鉄也

野本忠司

析尾武

加麓静子

千々和到

木戸雄一

安道百合子

副田恵

膜宙久美子

松村雄二

堀川貴司

武井協三

野本忠 司

松村雄二

妹尾好信

楓井陽子

松島周一

〔停年退職〕

〔昇任〕

研究悩報部教授

〔採用〕

研究悩報部助教授

研究悩報部助教授

研究悩報部助教授

文献資料部客員教授（123.31まで）

研究悩報部客員教授(12331まで）

史料館客員教授(12331まで）

文献資料部非常勤研究員(12331まで）

研究悩報部非常勤研究員(12331まで）

整理閲覧部非常勤研究員(12331まで）

史料館非常勤研究員(12.3.31まで）

〔併任等〕

研究悩報部長

研究慨報部愉報資料室長

〃傭報分析室長

〃情報メディア室長

〃研究開発室長

文献資料部助教授（皿.9.30まで）

研究慨報部助教授（12.3.31まで）

史料館助教授(12.3.31まで）

研究傭報部教授（研究悩報部長）

研究燗報部助教授

愛知県立大学文学部助教授

大阪明浄女子短期大学文芸科助教授

㈱日立製作所基礎研究所研究員

(成城大学文芸学部教授）

(都留文科大学文学部教授）

(國學院大学文学部教授）

(研究悩報部教授）

(研究傭報部助教授）

(研究悩報部教授）

(研究情報部助教授）

(研究悩報部教授）

(広島大学文学部助教授）

(熊本大学教育学部助教授）

(愛知教育大学教育学部助教授）

発令年月日

11．4．1

〃
多
ケ
ヶ
〃
〃

11．4．1

参
参
〃
〃
多
多

11．4．1

〃

氏 名

渡辺正昭

長谷佳彦

中村洋一

太田吉彦

岩松浩子

田口琢

大河史彦

加藤洋一

本多静志

山本和彦

小室史郎

須賀誠

佐野一良

和田洋一

尾迫雅英

大久保武史

〔転出〕

異動内容（教官畷）

東京大学史料組さん所庶務掛長

東京工業大学教務部教務課専門職員

東京工業大学工学部等経理掛長

東京学芸大学施設部企画課総務係長

東京水産大学附属図番館悩報サービス係長

東京学芸大学総務部人事課任用係主任

東京大学施設部建築課公営第二掛主任

〔転入〕

庶務課庶務係長

庶務課共同利用係長

会計課総務係長

会計課用度係長

庶務課人事係

会計課管財係

憎報サービス室受入係

〔館内異動〕

会計課総務係総務主任．

会計課悩報処理係

庶務課庶務係長

旧（現）官職

庶務課共同利用係長

会計課総務係長

会計課用度係長

悩報サービス室受入係

庶務課人事係人事主任

会計課管財係管財主任

東京大学医科学研究所管理課人事掛主任

東京工業大学工学部等人事掛人事主任

東京工業大学工学部等経理掛

東京学芸大学経理部主計課予算係主任

東京学芸大学学務部入試課入学賦験第二係

東京大学施汲部建築課工事針画掛

横浜国立大学附属図密館憎報サービス課

会計課総務係

会叶課経理係
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①〒lOl.0065千代田区西神田2-4-
l東方学会新館03-3262-4291
②10月2．3日③岡山大学
日本児童文学学会
①〒565-0826吹田市千里万博公
園10-6大阪国際児童文学館内
06-6876.8800@11月20～22日
③大阪国際女子大学
日本社会文学会
①〒102-8160千代田区富士見2-
17-l法政大学80年館610川村
研究室03-3264-9760@ll月
27．28日③ノートルダム清心
女子大学

日本文学協会
①〒170-0005豊島区南大塚2-17-
1003-3941-2740@10月30．31
日③横浜市立大学
日本文学風土学会
①〒359-1112所沢市泉町1789
秋草学園短期大学国文学科研究
室0429-25-1111@ll月20日
③専修大学
日本文体鴎学会
①〒110-0004台東区下谷1-5-34
㈱三修社内03.3842-1711@11
月19.20日③広島女学院大学
日本方言研究会
①連絡先l〒192-0397八王子市
南大沢l-1東京都立大学国語研
究室内･日本方言研究会幹事
0426-77-2135連絡先2〒115.

8620北区西ケ丘3.9-14国立国語
研究所気付日本方言研究会幹事
03.5993-7630｡0月29日③愛
知県立大学
俳文学会
①〒162.8644新宿区戸山1-24-l
早稲田大学文学部雲英末雄研究
室内03-5286.3712②10月16~
18日③信州大学
萬葉学会
①〒558-8585大阪市住吉区杉本3‐
3-138大阪市立大学文学部国
語・国文学研究室内06.6605-
2413,2414@10月16～18日
③中央大学
和歌文学会
①〒192.0393八王子市東中野742‐
l中央大学文学部国文学研究室
内0426-74-3789②9月25～27
日③金沢学院大学
和漢比較文学会
①〒162-8644新宿区戸山1-24-l
早稲田大学文学部田中隆昭研究
室内03-5286-3706@10月9．
10日③早稲田大学

月3～5日③宮崎県椎葉村
全国大学国鰭教育学会
①〒657-8501神戸市灘区鶴甲3-1l
神戸大学発達科学部内078-803‐
7718@10月21～23日③上越
教育大学
全国大学国語国文学会
①〒lOl-0064千代田区猿楽町2-2-
6畑山第1ビル㈱おうふう気付
03.3294-0857@10月30．31日
③就実女子大学
中古文学会
①〒214.858O川崎市多摩区東三
田2-l-l専修大学文学部国文学
科研究室内044-911-1230@10
月16.17日③奈良女子大学
中世文学会
①〒305.8571つくば市天王台1-1-
l筑波大学文芸・言語学系犬井
研究室内0298-53.4126@10月
30～11月1日③筑波大学
日本演劇学会
①〒194-8610町田市玉川学園6-l-
l玉川大学文学部芸術学科演劇
研究室内faxO42-739-8092/関西
支部事務局〒577.8502東大阪
市小若江3-4-l近畿大学文芸学
部芸術学科演劇芸能研究室
faxO6-6729-2763@10月2．3日
③京大会館・大和高田市文化会
館

日本音声学会
①〒113-8622文京区本駒込5-16-9
日本学会事務センター03-5814-
5801@9月25．26日③東北大
学

日本歌溌学会
①〒182-0001調布市緑ケ丘1-25
白百合女子大学外村研究室内
03-3326-5050②9月25．26日

③秋田県田沢湖町たざわこ芸術
村

日本近世文学会
①〒156-855O世田谷区桜上水3‐
25-4o日本大学文理学部国文学
研究室内03-5317.9706@l1月
13．14日③相愛大学・相愛女
子短期大学
日本近代文学会
①〒259-1292平塚市北金目1117
東海大学文学部日本文学科第2研
究室内0463-50-2196事務取扱
〒113-8622文京区本駒込5-16-9

学会センターC21日本学会事
務センター内03-5814-5810@
10月23．24日③活水女子大学
社団法人日本語教育学会

平成11年度

秋季学会
①事務局②開催日③会場
(発表等プログラムの詳細は当館

ホームページを御参照下さい）
3’

歌舞伎学会
①〒169.8050新宿区西早稲田l-6
I早稲田大学演劇博物館内03‐
3203-4141内線71-5936(月畷午後

のみ)@12月11．12日③大
東文化大学

訓点語学会
へ①〒155-0032世田谷区代沢1-20-

lOfaxO3-3487-4891@10月29日
③名古屋大学
射量国語学会
①〒167-8585杉並区善福寺2東
京女子大学3号館3118号室内03-
3395.1211内線2339②9月25日
③筑波女子大学
国語学会
①〒113-0033文京区本郷7-3-1
東京大学文学部国語研究室内
03.3812-2111事務取扱〒113.
0033文京区本郷l.13-7日吉ハイ
ツ40403-5802-0615｡0月
30･31日③名古屋大学
上代文学会
①〒156-855O世田谷区桜上水3‐
25-4O日本大学文理学部国文学
研究室内03.3329-1151(代）②
11月13．14日③立正大学
昭和文学会
①〒101-0064千代田区猿楽町2-2-
5笠間書院内03-3295-1331

角辮溌巽③国学院大学
①〒604-8456京都市中京区西ノ
京壷ノ内町8-l花園大学丸山顯
徳研究室内075.811-5181@12
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